
は
じ
め
に
―
韋
温
の
執
奏
―

唐
・
文
宗
の
開
成
四
年
（
八
三
九
）、
塩
鉄
推
官
と
し
て
知
河
陰
院
の
任
に
あ
っ
た
姚
勗
は
冤
獄
を
雪
い
で
功
あ
り
、
塩
鉄
転
運
使

崔

の
奏
請
を
経
て
、
朝
廷
は
勗
を
ま
さ
に
権
知
職
方
員
外
郎
に
任
じ
よ
う
と
し
た
。
従
六
品
上
、
廟
堂
の
清
官
へ
の
奨
抜
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
右
丞
韋
温
が
こ
れ
に
固
く
反
対
を
持
し
て
譲
ら
な
い
。
国
朝
已
来
、
郎
官
は
朝
廷
の
清
選
で
あ
り
、
能
吏
を
賞
す
べ
き
ポ

ス
ト
で
は
な
い
と
―
（
1
）
。
韋
温
は
名
族
京
兆
韋
氏
の
出
、
父
の
綬
は
徳
宗
朝
の
翰
林
学
士
、
叔
父
の
貫
之
は
憲
宗
朝
の
宰
相
と
い
う

名
門
で
あ
る
（
2
）
。
朝
廷
の
清
官
の
地
位
と
資
序
を
あ
く
ま
で
重
ん
ず
る
こ
の
た
び
の
執
奏
も
、
ま
ず
は
か
か
る
貴
族
的
意
識
の
自
然

な
発
露
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
（
3
）
。
と
こ
ろ
で
、
実
は
姚
勗
は
一
介
の
能
吏
風
情
で
は
な
い
。
か
の
開
元
の
名
相
姚
崇
の
曾
孫
で
あ
り
、

長
慶
初
年
に
進
士
登
第
を
も
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
4
）
。
事
実
、
韋
温
の
抵
抗
に
困
惑
し
た
文
宗
の
下
問
に
答
え
て
、
宰
相
楊
嗣

復
も
こ
の
点
に
触
れ
た
上
で
、
勗
が
殿
中
侍
御
史
の
清
官
か
ら
塩
鉄
の
職
に
転
じ
た
（
す
な
わ
ち
資
序
の
面
で
も
問
題
な
い
）
こ
と
を

述
べ
て
、
さ
ら
に
言
を
継
い
で
言
う
。「
若
し
人
の
吏
能
有
る
も
て
清
流
に
入
ら
ず
ん
ば
、
孰
か
陛
下
の
為
に
煩
劇
に
当
た
る
者
あ
ら

唐
後
半
期
に
お
け
る
財
務
領
使
下
幕
職
官
と
そ
の
位
相

渡
　
邊
　
　
孝
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ん
。
此
れ
衰
晋
の
風
也
」
と
（『
旧
唐
書
』
一
六
八
　
韋
温
伝
）。

か
つ
て
宮
崎
市
定
・
礪
波
護
両
氏
は
、
唐
後
半
期
以
降
に
お
け
る
国
家
形
態
の
変
化
、
す
な
わ
ち
何
よ
り
も
ま
ず
財
政
の
充
足
を
最

優
先
の
課
題
と
す
る
新
し
い
国
家
形
態
を
「
財
政
国
家
」
と
表
現
さ
れ
た
（
5
）
。
か
か
る
「
財
政
国
家
」
を
支
え
て
い
た
の
が
塩
の
専

売
制
で
あ
り
、
漕
運
・
法
務
な
ど
を
含
め
た
専
売
行
政
を
一
手
に
管
掌
す
べ
く
、
安
史
の
乱
後
に
新
し
く
登
場
し
た
役
職
が
塩
鉄
転
運

使
・
判
度
支
（
度
支
使
）
な
ど
の
財
務
使
職
で
あ
っ
た
。
や
や
遅
れ
て
発
足
し
た
判
戸
部
を
加
え
、
や
が
て
宋
代
の
巨
大
財
政
官
庁
三

司
へ
と
発
展
し
て
行
く
か
か
る
財
務
領
使
こ
そ
、「
財
政
国
家
」
へ
と
変
貌
を
遂
げ
ん
と
す
る
後
期
唐
朝
の
支
柱
と
も
転
轍
手
と
も
い

う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
と
評
し
得
る
。
さ
て
、
右
の
事
件
は
、
恰
も
中
・
晩
唐
の
交
に
あ
た
る
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
名
門
の
子
弟
に

し
て
「
登
龍
門
」
た
る
進
士
出
身
者
が
財
務
領
使
下
の
職
に
就
辟
す
る
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
、
こ
う
し
た
財
務
領
使
下
の
職
か
ら
朝
廷

の
清
官
へ
昇
遷
す
る
こ
と
に
な
お
違
和
感
を
表
明
す
る
者
が
あ
る
一
方
、
か
か
る
事
態
を
宰
相
自
ら
が
是
認
す
る
状
況
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
、
財
務
領
使
下
の
属
僚
に
つ
い
て
色
々
と
興
味
深
い
事
情
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

周
知
の
如
く
、
安
史
の
乱
を
契
機
と
し
て
唐
朝
の
国
家
体
制
は
劇
的
な
変
容
を
遂
げ
、
従
来
の
律
令
官
制
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
使
職
を

中
核
と
す
る
行
政
運
営
・
職
務
体
系
へ
と
、
な
し
崩
し
的
に
再
編
さ
れ
て
行
っ
た
。
そ
の
尤
な
る
も
の
が
、
地
方
行
政
・
軍
制
に
お
け

る
藩
鎮
（
節
度
使
・
観
察
使
等
）
で
あ
り
、
中
央
財
政
に
お
け
る
財
務
領
使
で
あ
っ
た
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
再
編
さ
れ
た

唐
朝
後
期
国
家
体
制
を
、
単
に
「
律
令
制
の
解
体
期
」
と
か
「
衰
退
期
」
と
見
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
そ
れ
な
り
に
整
序
さ
れ
た
新

た
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
始
動
と
捉
え
、
そ
こ
に
宋
朝
的
国
家
体
制
の
原
基
の
形
成
を
見
る
の
が
近
年
主
流
の
見
解
で
あ
る
と
い
え
る（
6
）
。

か
か
る
視
座
か
ら
、
近
年
例
え
ば
藩
鎮
の
行
政
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
幕
職
官
に
つ
い
て
は
急
速
に
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
新
た
な
知
見

が
陸
続
と
提
出
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
（
7
）
。
と
こ
ろ
が
、
唐
後
半
期
行
政
シ
ス
テ
ム
の
も
う
一
方
の
要
で
あ
る
財
務
領
使
下
の
属
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僚
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
未
解
明
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
小
論
は
、
か
か
る
唐
後
半
期
に
お
け
る
財
務
領
使
下

属
僚
の
制
度
的
実
態
や
官
僚
機
構
内
に
お
け
る
地
位
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
解
明
を
目
的
と
す
る
と
と
も
に
、
後
期
唐
朝
の
「
財
政

国
家
」
へ
の
変
貌
の
相
を
聊
か
望
見
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ
　
財
務
領
使
下
幕
職
官
の
官
制
的
概
要

安
史
の
乱
後
、
逼
迫
し
た
財
政
状
況
へ
の
応
急
策
と
し
て
設
置
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
後
日
を
逐
う
に
つ
れ
て
存
在
感
と
重
要
性
を
増

し
、
つ
い
に
国
家
財
政
の
中
枢
的
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
財
務
領
使
、
こ
と
に
塩
鉄
転
運
使
・
判
度
支
（
度
支
使
）
に
つ
い
て
は
、

そ
の
設
立
か
ら
、
や
が
て
両
使
が
中
国
全
土
の
専
売
・
漕
運
行
政
を
二
分
し
て
分
掌
（
塩
鉄
転
運
使
が
東
南
＝
海
塩
地
区
、
判
度
支
が

西
北
＝
解
塩
・
井
塩
地
区
）
す
る
に
至
っ
た
経
緯
、
ま
た
巡
院
や
場
・
監
と
い
っ
た
下
部
機
関
の
様
態
な
ど
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究

が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
（
8
）
。
が
、
そ
の
財
務
領
使
の
職
務
を
支
え
る
下
属
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
は
巡
院
の
長
官
た

る
知
院
官
に
つ
い
て
の
高
橋
継
男
氏
の
研
究
を
除
い
て
（
9
）
、
ほ
と
ん
ど
考
究
さ
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
中
国
に
お
け

る
近
年
の
李
錦
繍
氏
の
浩
瀚
な
論
著
は
（
10
）
、
財
務
領
使
下
の
吏
僚
に
つ
い
て
、
判
案
郎
官
か
ら
、
推
官
・
巡
官
な
ど
本
稿
の
所
謂
幕

職
官
や
巡
院
の
長
た
る
知
院
官
、
各
種
臨
時
的
財
務
使
職
や
そ
の
属
僚
、
及
び
胥
吏
層
に
至
る
ま
で
、
広
汎
に
網
羅
し
た
瞠
目
す
べ
き

研
究
で
あ
る
が
、
惜
し
む
ら
く
は
、
レ
ヴ
ェ
ル
を
異
に
す
る
各
層
の
属
僚
が
聊
か
平
面
的
に
並
列
さ
れ
、
唐
後
半
期
の
官
僚
機
構
に
お

い
て
各
層
の
属
僚
が
占
め
た
位
置
等
に
つ
い
て
は
、
今
一
歩
考
究
を
深
め
る
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
右
の
よ
う
な
財
務

領
使
下
の
属
僚
の
う
ち
、
恒
常
的
使
職
た
る
度
支
・
塩
鉄
両
使
及
び
判
戸
部
下
の
幕
職
官
、
知
院
官
、
及
び
巡
院
下
の
幕
職
官
に
つ
い
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て
、
そ
の
唐
後
半
期
官
僚
機
構
に
お
け
る
位
相
を
詳
細
に
検
討
・
解
明
す
る
こ
と
を
一
つ
の
目
標
と
す
る
。
そ
の
前
段
と
し
て
、
本
節

で
は
、
ま
ず
か
か
る
財
務
領
使
下
の
属
僚
に
つ
い
て
、
そ
の
官
制
上
の
概
要
に
つ
き
述
べ
て
お
き
た
い
。

元
来
が
「
令
外
の
官
」
た
る
財
務
領
使
の
下
属
ス
タ
ッ
フ
は
、
発
足
の
当
初
か
ら
吏
部
の
注
擬
に
よ
ら
ず
、
領
使
の
自
己
裁
量
に
よ

る
任
用
、
す
な
わ
ち
辟
召
に
よ
っ
た
こ
と
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
り
（
11
）
、
唐
後
半
期
財
政
シ
ス
テ
ム
の
礎
を
築
い
た
財

臣
劉
晏
の
辟
召
が
「
多
く
後
進
の
幹
能
有
る
者
」
に
し
て
「
一
時
の
選
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
は
史
上
に
名
高
い
（
12
）
（『
旧
唐
書
』
一
二

三
　
劉
晏
伝
）。
こ
の
辟
召
に
よ
る
属
僚
任
用
シ
ス
テ
ム
は
、
恰
も
藩
鎮
下
に
お
け
る
幕
職
官
と
同
様
で
あ
り
、
藩
鎮
下
の
判
官
・
掌

書
記
・
推
官
・
巡
官
な
ど
の
幕
職
官
が
、
唐
朝
官
僚
制
上
の
官
人
と
し
て
の
地
位
・
身
分
を
表
示
す
る
た
め
に
、
検
校
・
兼
・
試
の
形

で
律
令
官
（
職
事
官
）
を
帯
び
、
こ
れ
が
た
だ
に
名
目
的
な
虚
銜
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
方
藩
鎮
の
幕
職
官
と
中
央
朝
廷
の
正
員
官
の
間

を
繋
ぐ
巧
妙
な
架
け
橋
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
詳
論
し
た
こ
と
が
あ
る
（
13
）
。
一
言
で
い
う
な

ら
ば
、
幕
職→

朝
廷→

幕
職→

朝
廷
と
い
う
ジ
グ
ザ
グ
・
コ
ー
ス
は
、
進
士
出
身
者
な
ど
上
級
官
人
層
の
官
途
と
し
て
全
く
普
遍
化
し

て
い
た
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
昇
達
を
早
め
る
エ
リ
ー
ト
・
コ
ー
ス
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
財
務
領
使
下
の
属
僚
も

検
校
・
兼
・
試
の
形
で
職
事
官
を
帯
び
て
い
た
こ
と
は
、
藩
鎮
幕
職
官
に
同
じ
い
。
財
務
領
使
下
の
属
僚
は
専
売
行
政
の
監
督
（
巡
院

の
場
合
は
所
在
の
藩
道
の
監
視
も
）
と
い
う
立
場
か
ら
、
御
史
台
の
官
（
憲
官
）
を
帯
び
る
例
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
冒
頭

に
述
べ
た
姚
勗
が
、
結
局
正
員
の
権
知
職
方
員
外
郎
へ
の
転
任
で
は
な
く
、
塩
鉄
使
下
の
職
は
留
任
の
ま
ま
検
校
礼
部
郎
中
へ
の
進
秩

と
い
う
形
で
決
着
し
た
よ
う
に
、
藩
鎮
下
の
幕
職
官
と
同
様
、
郎
官
や
大
理
評
事
・
秘
書
省
校
書
郎
な
ど
の
清
流
官
を
帯
び
る
例
も
多

く
見
ら
れ
る
（
14
）
。
ま
た
、
徳
宗
の
貞
元
二
年
（
七
八
六
）
と
い
う
中
唐
の
比
較
的
早
い
時
期
の
吏
部
奏
（『
唐
会
要
』
七
四
　
吏
曹
条

例
）
に
、
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或
は
曾
て
郎
官
、
御
史
、
起
居
、
補
闕
、
拾
遺
、
太
常
博
士
、
両
府
の
判
司
、
両
府
畿
・
赤
の
官
、
使
下
の
郎
官
た
る
の
観
察

使
・
節
府
・
都
団
練
・
都
防
禦
・
度
支
・
水
陸
運
・
塩
鉄
使
・
留
守
の
判
官
・
推
官
・
書
記
等
に
任
じ
ら
れ
、制
勅
分
明
に
し
て
、

貞
元
元
年
十
二
月
已
前
に
離
任
せ
る
者
は
、
一
切
集
ま
る
を
聴
す
。

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
観
察
使
・
節
府
・
都
団
練
・
都
防
禦
」
使
下
の
属
僚
と
「
度
支
・
水
陸
運
・
塩
鉄
使
」
下
の
そ
れ
が
並
列
さ
れ

て
お
り
、
両
者
が
官
制
上
通
底
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
「
和
糴
使
幕
」（
15
）
「
陝
運
使
幕
」（
16
）
、
或
は
糧
料

使
下
の
「
幕
府
に
留
参
」（
17
）
す
る
な
ど
と
、
当
時
の
史
料
に
こ
れ
ら
財
務
使
職
下
の
政
務
機
構
を
「
幕
府
」
と
表
現
す
る
こ
と
も
ま

ま
見
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
含
意
か
ら
、
以
下
本
稿
で
は
、
財
務
領
使
下
の
属
僚
を
も
「
幕
職
官
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
で
は
ま
ず
、

財
務
領
使
下
幕
職
官
の
種
類
と
階
層
か
ら
検
討
し
て
行
き
た
い
。

（
１
）
領
使
直
属
の
幕
職
官

塩
鉄
転
運
使
・
判
度
支
（
度
支
使
）
な
ど
財
務
領
使
下
の
幕
職
官
と
し
て
史
料
上
に
検
出
さ
れ
る
の
は
、
ほ
ぼ
副
使
・
判
官
・
推

官
・
巡
官
の
四
者
で
あ
る
（
18
）
。
副
使
は
領
使
の
副
貳
た
る
重
職
で
あ
り
、
憲
宗
朝
の
財
臣
塩
鉄
使
李
巽
が
王
播
を
副
使
と
し
、
王
播

が
塩
鉄
使
と
な
る
と
敏
腕
家
程

を
副
使
と
し
た
こ
と
（『
旧
唐
書
』
一
六
四
　
王
播
伝
）、
順
宗
朝
に
政
権
を
専
掌
し
た
王
叔
文
が

宿
老
杜
佑
に
度
支
・
塩
鉄
使
を
領
せ
し
め
、
自
ら
は
副
使
と
な
っ
て
「
実
は
其
の
政
を
専
ら
に
」
し
た
こ
と
（『
新
唐
書
』
一
六
八

王
叔
文
伝
）
な
ど
は
著
名
な
事
例
で
あ
る
。
巡
官
・
推
官
は
そ
の
名
の
通
り
、
前
者
は
巡
察
を
、
後
者
は
推
鞫
す
な
わ
ち
刑
獄
を
主
な

任
務
と
し
、
専
売
行
政
に
不
可
欠
な
監
査
・
監
察
業
務
に
広
範
に
従
事
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
掲
の
【
表
3
】
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
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巡
官
か
ら
推
官
に
転
じ
た
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
後
者
の
方
が
地
位
が
や
や
上
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
（
19
）
、
塩
鉄
巡
官
か
ら
塩
鉄

推
官→

度
支
巡
官
と
移
っ
た
例
（【
表
3
】
№
159
盧

）
も
あ
り
（
20
）
、「
度
支
推
巡
」
と
一
括
呼
称
さ
れ
る
例
（
№
135
韓
益
）
も
あ
っ

て
、
両
者
の
地
位
は
ほ
ぼ
拮
抗
す
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
21
）
。
こ
れ
に
対
し
、
判
官
は
藩
鎮
使
府
下
に
お
け
る
同
職
の
職

掌
・
地
位
か
ら
推
す
と
、
高
級
補
佐
官
と
し
て
事
務
全
般
を
統
轄
し
、
巡
官
・
推
官
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
（
22
）
、
州

刺
史
か
ら
判
官
に
辟
さ
れ
る
例
（
№
129
殷
彪
）
も
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
地
位
の
高
さ
を
示
唆
す
る
。
但
し
「
判
官
」
の
称
が
、
冒

頭
に
掲
げ
た
姚
勗
が
『
新
唐
書
』
や
『
冊
府
元
亀
』
で
は
「
推
官
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
『
旧
唐
書
』
で
は
「
判
官
」
と
称
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
藩
府
下
に
お
い
て
幕
職
官
を
総
称
し
て
「
判
官
」
と
も
称
し
た
の
と
同
様
、
財
務
領
使
下
の
幕
職
官
全
般
を
指
す

汎
称
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
後
述
の
「
判
案
郎
官
」
も
「
判
官
」
と
通
称
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
（
23
）
、
史
料
上
「
判
官
」
の
称
に
つ
い
て
は
慎
重
に
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
塩
鉄
副
使
・
判
官
に
対
し
、
度

支
副
使
・
判
官
が
史
料
上
ほ
と
ん
ど
全
く
検
出
さ
れ
な
い
の
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
度
支
下
に
は
常
時
数
名
の
判
案
郎
官
（
判
度
支
案
）

が
置
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
実
質
上
副
貳
乃
至
高
級
僚
佐
の
任
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
（
補
註
）
。
な
お
元
和

年
間
以
降
、
六
部
戸
部
下
四
司
（
戸
部
・
度
支
・
金
部
・
倉
部
）
の
戸
部
司
が
京
官
俸
料
銭
・
和
糴
・

茶
な
ど
独
自
の
戸
部
財
政

を
司
る
よ
う
に
な
る
と
（
24
）
、
戸
部
司
（
判
戸
部
）
の
下
に
は
、
元
和
六
年
（
八
一
一
）
四
月
に
巡
官
が
設
置
さ
れ
（『
唐
会
要
』
五
八

尚
書
省
諸
司
中
、
戸
部
侍
郎
）、
以
後
「
戸
部
巡
官
・
勾
当
河
南
・
淮
南
道
両
税
」（
元

『
元
氏
長
慶
集
』
四
八
「
趙
真
長
戸
部
郎

中
兼
侍
御
史
等
」）、「
趙
元
方
除
戸
部
和
糴
巡
官
・
陳
洙
除
長
安
県
尉
・
王
巌
除
右
金
吾
使
判
官
等
制
」（
杜
牧
『
樊
川
文
集
』
一
九
）

の
如
く
、
両
税
や
和
糴
に
関
わ
る
任
務
（
巡
察
）
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
戸
部
副
使
・
戸
部
推
官
な
ど
の
存
在
は
史

料
上
に
確
認
で
き
な
い
（
25
）
。
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こ
こ
で
所
謂
「
判
案
郎
官
」
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
度
支
は
、
周
知
の
如
く
六
部
戸
部
下
四
司
の
度
支
司
が
、
安

史
の
乱
後
の
業
務
膨
張
に
伴
い
、
巨
大
財
政
官
司
に
拡
大
・
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
な
る
と
度
支
本
来
の
ス
タ
ッ
フ
（
郎

中
・
員
外
郎
各
一
員
）
で
は
も
は
や
繁
劇
な
業
務
を
捌
き
き
れ
ず
、
他
の
尚
書
二
十
六
司
の
郎
中
・
員
外
郎
か
ら
適
宜
有
能
な
人
員
を

度
支
の
業
務
に
差
充
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
「
判
度
支
案
」
と
称
し
（
度
支
を
総
領
す
る
「
判
度
支
」
＝
度

支
使
と
は
別
物
）、
ほ
ぼ
五
員
前
後
が
置
か
れ
て
い
た
（
26
）
。
同
様
に
戸
部
司
に
お
い
て
も
他
官
来
判
に
よ
る
「
判
戸
部
案
」
が
置
か
れ

て
お
り
（
こ
れ
も
戸
部
を
総
領
す
る
「
判
戸
部
」
と
は
別
物
）、
但
し
こ
ち
ら
の
人
員
は
不
詳
で
あ
る
。
一
方
、
塩
鉄
転
運
使
は
度

支
・
戸
部
と
異
な
り
、
立
脚
す
べ
き
原
官
司
を
も
た
ぬ
か
ら
（
27
）
、
本
来
「
判
塩
鉄
案
」
の
名
称
は
あ
り
得
ぬ
は
ず
で
あ
る
が
、
し
か

し
恐
ら
く
は
「
判
度
支
案
」「
判
戸
部
案
」
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
、
同
等
の
職
階
（
＝
郎
官
が
差
補
さ
れ
る
高
級
僚
佐
）
を
設
け
る

べ
く
、「
入
り
て
工
部
郎
中
・
判
塩
鉄
案
と
為
る
」（『
旧
唐
書
』
一
七
二
　
李
石
伝
）、「
杓
直
〔
李
建
〕
員
外
郎
を
以
て
判
塩
鉄
た
り
」

（『
元
氏
長
慶
集
』
一
七
「
貶
江
陵
途
中
寄
楽
天
」）
の
如
く
、「
判
塩
鉄
案
」
な
る
職
名
も
確
か
に
存
し
た
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
判

案
郎
官
は
、「
司
徒
杜
公
〔
杜

〕
の
邦
計
を
総
ぶ
る
也
、
主
客
員
外
郎
・
判
度
支
案
に
奏
充
さ
る
」（『
洛
陽
新
獲
墓
誌
』
一
一
二

「
皇
甫

墓
誌
」）、「
旋
い
で
倉
部
員
外
を
拝
し
、
職
は
民
曹
に
属
す
（
28
）
。
昭
州
〔
戸
部
侍
郎
・
判
戸
部
李

〕
の
知
に
従
ふ
也
」

（『
匯
編
（
洛
陽
一
三
）』
一
七
五
頁
「
韋

墓
誌
」）
の
如
く
、
財
務
領
使
の
奏
請
に
よ
っ
て
差
充
さ
れ
た
こ
と
は
、
幕
職
官
の
場
合
と

同
様
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
判
案
郎
官
は
疑
い
も
な
く
財
務
幕
職
官
と
共
通
の
性
格
を
有
す
る
存
在
と
言
い
得
る
が
、
但
し
両
者
の

間
に
は
一
点
重
大
な
相
違
が
あ
る
。
そ
れ
は
財
務
幕
職
官
が
名
目
的
な
検
校
・
兼
・
試
官
を
帯
び
る
の
に
対
し
、
判
案
郎
官
は
あ
く
ま

で
現
任
の
郎
中
・
員
外
郎
が
差
補
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
（
29
）
。
す
な
わ
ち
、
判
案
郎
官
は
、
財
務
領
使
の
下
属
ス
タ
ッ
フ
と
い
う

よ
り
も
、
朝
廷
の
中
堅
エ
リ
ー
ト
官
僚
が
領
使
（
後
述
の
如
く
多
く
宰
相
兼
任
乃
至
は
準
宰
相
級
の
高
品
官
僚
）
と
と
も
に
中
央
財
政
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を
分
判
す
る
と
い
う
性
格
が
強
い
の
で
あ
る
。
か
か
る
判
案
郎
官
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
と
し
て
（
30
）
、
本
稿
で
は
、
ひ
と

ま
ず
か
か
る
中
堅
エ
リ
ー
ト
官
僚
が
領
使
の
最
高
級
僚
佐
と
し
て
存
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

（
２
）
知
院
官

塩
鉄
・
度
支
な
ど
の
財
務
領
使
が
、
専
売
行
政
の
実
施
・
監
督
、
私
塩
取
り
締
ま
り
、
ま
た
藩
道
の
監
察
な
ど
、
広
汎
な
任
務
に
当

た
ら
せ
る
べ
く
、
生
産
・
流
通
の
要
地
に
布
置
し
た
出
先
機
関
が
巡
院
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
橋
継
男
氏
の
一
連
の
研

究
に
詳
し
い
。
巡
院
の
長
官
た
る
知
院
官
は
、
宋
代
の
路
転
運
使
の
前
身
に
比
せ
ら
れ
る
如
く
、
地
方
専
売
行
政
の
要
と
も
い
う
べ
き

位
置
を
占
め
、
特
に
重
要
な
揚
子
院
・
河
陰
院
な
ど
の
知
院
官
は
留
後
を
以
て
称
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
知
院
官
は
財
務
領
使

に
よ
っ
て
直
接
辟
召
・
差
遣
さ
れ
た
こ
と
も
ま
た
、
氏
の
説
く
通
り
で
あ
る
（
31
）
。

こ
の
知
院
官
は
、
冒
頭
に
掲
げ
た
姚
勗
が
、
塩
鉄
推
官
を
帯
び
て
知
河
陰
院
の
任
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
財
務
領
使
下
の
幕
職
官
（
判

官
・
推
官
・
巡
官
）
の
肩
書
き
を
帯
び
て
、
各
地
の
巡
院
の
長
官
に
差
遣
さ
れ
る
形
式
を
と
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
夙
に
大
暦
中
、
詩
人

と
し
て
有
名
な
劉
長
卿
が
「
検
校
祠
部
員
外
郎
を
以
て
転
運
使
判
官
と
為
り
、
知
淮
西
鄂
岳
転
運
留
後
」
と
な
っ
た
と
あ
り
（『
新
唐

書
』
六
〇
　
芸
文
志
）、
こ
の
「
転
運
留
後
」
は
、
転
運
使
が
各
道
に
派
遣
し
た
出
先
機
関
の
責
任
者
で
あ
り
、
要
す
れ
ば
劉
晏
に
よ

っ
て
布
置
さ
れ
た
巡
院
の
長
に
他
な
ら
な
い
（
32
）
。
ま
た
大
和
五
年
（
八
三
一
）、
戸
部
が
新
た
に
帰
州
に
巡
院
を
設
置
し
た
際
「
巡
官

李
濆
を
し
て
専
往
せ
し
め
」
た
例
や
（『
冊
府
元
亀
』
五
〇
四
　
邦
計
部
・
関
市
）、
宣
宗
朝
に
塩
運
使
と
な
っ
た
柳
仲
郢
が
李
徳
裕
の

甥
従
質
を
「
推
官
と
為
し
、
知
蘇
州
院
事
た
ら
し
」
め
た
例
（『
旧
唐
書
』
一
六
五
　
柳
仲
郢
伝
）
が
見
え
、
後
掲
【
表
2
】
の
№
60

殷
彪
は
、
塩
鉄
転
運
使
柳
公
綽
に
辟
さ
れ
て
「
転
運
判
官
に
充
て
ら
」
れ
「
知
揚
子
留
後
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
も
転
運
判
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官
の
肩
書
き
を
帯
し
た
ま
ま
、
揚
子
留
後
の
任
に
差
遣
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、

の
ち
に
ま
た
触
れ
た
い
。

（
３
）
巡
院
下
の
幕
職
官
と
監
場
官

各
地
の
巡
院
に
お
い
て
も
ま
た
、
そ
の
広
汎
な
業
務
の
た
め
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
巡
院

下
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
士
人
が
就
任
す
る
幕
職
官
と
、
胥
吏
と
に
大
別
さ
れ
る
。
今
『
唐
会
要
』
八
八
　
塩
鉄
使
に
記
載
が
残
る
河
中
院

に
つ
い
て
そ
の
構
成
を
見
る
と
、

安
邑
・
解
県
両
池
。

塩
使
一
員
、
推
官
一
員
、
巡
官
六
員
〔『
冊
府
元
亀
』
四
八
三
　
邦
計
部
・
總
序
は
「
十
員
」
に
作
る
〕、

安
邑
院
官
一
員
、
解
県
員
官
一
員
、
胥
吏
若
干
員
、
防
池
の
官
健
及
び
池
戸
若
干
人
を
置
く
。

と
あ
る
。「
勾
検
官
」「
書
手
」「
招
商
官
」
或
は
「
主
吏
」
な
ど
と
見
え
る
胥
吏
乃
至
胥
吏
的
（
33
）
な
下
級
幕
職
層
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま

ず
措
き
（
34
）
、
河
中
院
が
度
支
管
下
最
大
の
産
塩
地
た
る
河
東
塩
池
を
擁
す
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
他
の
巡
院
に
お
い
て
も
、
こ
こ
に
見

え
る
推
官
一
員
・
巡
官
六
乃
至
十
員
の
範
囲
を
大
き
く
超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
35
）
。
こ
れ
ら
巡
院
下
の
幕
職
官
は
、

「
摂
塩
鉄
揚
子
留
後
巡
官
・
将
仕
郎
・
前
守
陳
州
太
康
県
尉
　
鄭
君
房
」（
後
掲
【
表
1
】
№
17
）「
度
支
東
渭
橋
給
納
使
巡
官
（
36
）
・
将

仕
郎
・
試
大
理
評
事
・
兼
監
察
御
史
　
白
従
道
」（『
樊
川
文
集
』
一
九
「
白
従
道
除
東
渭
橋
巡
官
、
陶
祥
除
福
建
支
使
、
劉
蛻
寿
州
巡

官
制
」）「
度
支
宣
歙
院
巡
官
兼
侍
御
史
」（『
新
唐
書
』
七
一
下
　
宰
相
世
系
表
、
越
公
房
楊
氏
―
楊
球
）
の
如
く
、
所
属
の
巡
院
名
を

冠
し
て
称
さ
れ
、
律
令
官
制
上
の
地
位
を
表
示
す
る
前
資
官
や
検
校
・
兼
・
試
官
等
を
帯
び
る
こ
と
は
財
務
領
使
直
属
の
幕
職
官
と
同

じ
い
。
ま
た
「
両
池
（
安
邑
解
県

塩
）
使
判
官
」（
後
掲
【
表
1
】
№
23
盧
伯
卿
）「
東
渭
橋
給
納
判
官
」（『
匯
編
（
洛
陽
一
三
）』
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一
一
六
頁
「
馬
T
墓
誌
」）「
湖
南
塩
鉄
判
官
」（『
新
唐
書
』
七
二
下
　
宰
相
世
系
表
、
始
興
張
氏
―
張

）
な
ど
か
ら
す
る
と
、
巡

院
下
に
も
判
官
の
職
号
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
前
述
の
通
り
「
判
官
」
は
幕
職
の
汎
称
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら

の
例
だ
け
で
は
判
然
と
し
な
い
。

こ
れ
ら
巡
院
下
の
幕
職
官
は
誰
に
よ
っ
て
辟
召
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
前
運
司
王
公
〔
播
〕
又
た
今
の
職
〔
河
陰
留
後
巡
官
〕

に
署
す
」（
後
掲
【
表
1
】
№
16
楊
仲
雅
）「
塩
鉄
使
公
の
才
を
聞
き
て
、
職
を
東
都
院
巡
官
に
署
す
」（
№
21
劉
茂
貞
）
と
い
っ
た
記

載
か
ら
す
る
と
、
巡
院
下
幕
職
官
も
ま
た
概
ね
財
務
領
使
の
直
接
の
辟
召
に
よ
っ
て
い
た
如
く
で
あ
る
（
37
）
。
な
お
劉
茂
貞
は
、
河
陰

院
巡
官
を
以
て
「
上
運
を
都
催
す
」
と
い
い
、
大
和
四
年
（
八
三
〇
）
春
「
新
使
・
旧
相
太
原
王
公
」
＝
塩
鉄
使
王
涯
に
よ
っ
て
「
使

職
に
遷
署
さ
れ
、
前
に
依
り
て
運
事
を
都
轄
す
」
と
あ
る
。
同
年
六
月
に
没
し
た
茂
貞
の
誌
題
は
「
諸
道
塩
鉄
転
運
等
使
巡
覆
官
」
と

記
す
か
ら
、
こ
の
「
使
職
」
と
は
、
右
の
「
巡
覆
官
」
す
な
わ
ち
「
塩
鉄
巡
官
」
で
あ
り
（
38
）
、
し
か
も
そ
の
実
際
の
任
務
は
、
従
前

と
同
じ
く
「
運
事
＝
上
運
」
す
な
わ
ち
河
陰
〜
渭
口
間
の
黄
河
漕
運
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
39
）
。
と
す
れ
ば
、
茂
貞
の
巡
院
下
幕

職
官
か
ら
塩
鉄
使
直
属
幕
職
官
へ
の
叙
遷
は
、
肩
書
き
上
の
賞
酬
的
な
昇
進
と
考
え
ら
れ
、
領
使
直
属
の
幕
職
官
が
あ
る
種
の
ス
テ
イ

タ
ス
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
一
部
知
院
官
が
領
使
直
属
幕
職
官
を
帯
び
る
意
味
も
こ
こ
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
一
般
の
知
院
官
よ
り
抜
き
ん
出
た
優
待
を
示
す
意
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
か
か
る
領
使
直
属
幕
職
官
の
地
位
的

優
越
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
詳
論
し
た
い
。

さ
て
、
産
塩
地
に
お
い
て
、
塩
の
生
産
や
売
渡
し
（
＝
塩
税
徴
収
）
に
直
接
関
与
す
る
下
級
塩
政
機
関
が
監
・
場
で
あ
る
。『
金
石

萃
編
』
一
〇
三
「
大
唐
河
東
塩
池
霊
慶
公
神
祠
碑
并
序
」
の
「
碑
陰
記
」（
貞
元
十
三
年
＝
七
九
七
）
は
、
河
東
塩
池
に
関
わ
る
塩
政

官
が
、
知
度
支
河
中
院
馮
興
・
知
度
支
解
県
池
橋
寰
・
知
度
支
安
邑
池
韋
縦
以
下
列
記
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
塩
宗
監
官
・
朝
議
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郎
・
行
監
・
賜
金
魚
袋
楊
日
新
」
の
一
監
と
、「
方
集
場
官
・
朝
請
郎
・
前
試
左
衛
兵
曹
参
軍
李
文
質
」
以
下
「
資
国
場
官
・
将
仕

郎
・
試
率
更
寺
主
簿
崔
阡
」
に
至
る
八
場
の
官
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。『
嘉
泰
会
稽
志
』
一
七
に
「
唐
越
州
有
蘭
亭
監
。
官
場
五
、
曰

会
稽
東
場
・
会
稽
西
場
・
余
姚
場
・
懐
遠
場
・
地
心
場
」
と
あ
る
如
く
、
一
般
に
塩
場
は
塩
監
の
統
轄
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
概
ね
「
巡
院
―
監
―
場
」
と
い
う
統
属
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
前
記
河
中
院
の
場
合
は
、
知
解
県
池
・
知
安
邑
池
の
両
官
が
実
質

的
に
監
官
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
40
）
。

こ
れ
ら
の
監
場
官
に
巡
院
下
の
幕
職
官
が
差
充
さ
れ
た
例
が
あ
る
。「
尋
い
で
揚
子
巡
官
に
改
め
ら
れ
、
復
た
嘉
禾
監
を
領
す
」（
後

掲
【
表
1
】
№
20
）
と
あ
る
張
渾
の
例
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
嘉
禾
監
は
蘇
州
嘉
興
監
と
見
て
間
違
い
な
く
（
41
）
、
特
に
傑
出
し
た
製

塩
高
を
誇
る
四
塩
監
の
一
つ
で
あ
っ
た
（『
輿
地
紀
勝
』
四
〇
　
淮
南
東
路
・
泰
州
所
引
『
元
和
郡
県
志
』）。
ま
た
【
表
1
】
に
見
ら

れ
る
如
く
、
巡
院
下
の
幕
職
官
と
監
場
官
は
、
と
も
に
州
県
官
を
前
任
と
す
る
事
例
が
多
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
巡
院
下
の
幕
職

官
と
監
場
官
は
ほ
ぼ
拮
抗
す
る
地
位
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
池
州
石

県
令
か
ら
「
塩
鉄
使
其
の
績
を
廉
得
し
、
廷
尉

評
事
に
奏
し
て
莱
蕪
監
を
理
」
め
し
め
た
と
あ
る
李
郁
（【
表
1
】
№
22
）、「

の
務
を
総
」
ぶ
、
す
な
わ
ち
塩
鉄
転
運
使
と
な
っ

た
王
凝
に
よ
っ
て
「
嘉
興
監
官
に
奏
」
さ
れ
た
張
中
立
（
№
31
）、
淮
南
節
度
使
と
し
て
塩
鉄
転
運
使
を
兼
ね
た
高
駢
に
よ
っ
て
「
揚

州
海
陵
監
事
に
署
」
さ
れ
た
駱
潜
（
№
32
）、
同
じ
く
高
駢
に
よ
っ
て
「
摂
塩
鉄
出
使
巡
官
・
勾
勘
当
司
銭
物
」
乃
至
「
知
丹
陽
監
事
」

に
任
じ
ら
れ
た
王

（
崔
致
遠
『
桂
苑
筆
耕
集
』
一
三
「
右
司
馬
王

端
公
摂
塩
鉄
出
使
巡
官
」「
王

端
公
知
丹
陽
監
事
」）、
ま
た

「
権
糶
使
巡
官
・
知
塩
城
監
事
」
に
任
じ
ら
れ
た
臧
澣
（
同
「
臧
澣
知
塩
城
監
事
」）
の
如
く
、
監
官
も
財
務
領
使
の
直
接
の
辟
召
に
よ

っ
た
事
例
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
中
七
年
（
八
五
三
）
揚
州
海
陵
県
丞
張
観
は
、
淮
南
節
度
使
杜

に
よ
っ
て
「
陵
亭
場

務
を
総
ぶ
る
を
委
ね
ら
」
れ
て
い
る
が
（
№
27
）、
こ
の
淮
南
節
度
使
杜

は
塩
鉄
転
運
使
を
兼
任
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
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う
（
42
）
。
こ
れ
は
場
官
が
領
使
に
よ
っ
て
辟
召
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
県
の
主
簿
で
あ
っ
た
韋
子
諒
を
、
揚
子
留
後
崔

（
43
）

が
「
其
の
行
ひ
を
聞
き
、
遂
に
之
を
邀
署
す
」（『
文
苑
英
華
』
八
〇
七
　
沈
亜
之
「
杭
州
場
壁
記
」）
と
、
杭
州
場
の
場
官
に
署
し
た

例
が
あ
る
。
監
場
官
の
中
に
は
、
知
院
官
の
辟
召
乃
至
奏
薦
に
よ
っ
て
任
じ
ら
れ
た
者
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
44
）
。
と
も
あ
れ
、
こ

こ
で
は
財
務
領
使
直
属
の
幕
職
官
と
知
院
官
に
対
し
て
、
一
ラ
ン
ク
下
位
に
位
置
す
る
巡
院
下
の
幕
職
官
と
監
場
官
を
、
一
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
た
い
（
45
）
。

Ⅱ
　
唐
後
半
期
の
官
制
上
に
お
け
る
財
務
領
使
下
幕
職
官
の
位
置

高
橋
継
男
氏
は
、
知
院
官
の
官
界
に
お
け
る
地
位
に
つ
い
て
、
県
令
と
刺
史
の
間
に
位
置
す
る
と
し
、
ま
た
元
和
初
年
の
段
階
で
は
、

藩
鎮
の
文
官
幕
僚
（
幕
職
官
）
よ
り
下
位
に
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
と
の
知
見
を
示
さ
れ
た
（
46
）
。
概
ね
異
存
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
話

を
知
院
官
の
み
な
ら
ず
財
務
領
使
下
幕
職
官
全
般
に
広
げ
た
場
合
、
同
じ
く
辟
召
制
に
よ
る
藩
鎮
幕
職
官
と
の
地
位
的
異
同
乃
至
相
同

に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
前
節
に
述
べ
た
如
く
《
財
務
領
使
直
属
の
幕
職
官
》《
知
院
官
》

《
巡
院
下
の
幕
職
官
お
よ
び
監
場
官
》
の
三
つ
の
範
疇
に
分
か
っ
て
分
析
を
加
え
て
み
た
い
。

（
１
）
巡
院
下
の
幕
職
官
と
監
場
官

行
論
の
都
合
上
、
ま
ず
巡
院
下
の
幕
職
官
お
よ
び
監
場
官
に
つ
い
て
、
そ
の
官
制
上
の
位
置
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
い
ま
巡
院
下
の

幕
職
官
お
よ
び
監
場
官
に
つ
い
て
、
そ
の
前
任
官
ま
た
は
遷
出
先
が
判
明
す
る
も
の
に
つ
い
て
表
示
し
た
の
が
、
次
に
掲
げ
る
【
表
1
】
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で
あ
る
。
な
お
、
後
掲
の
【
表
3
】
ま
で
を
通
じ
て
、
時
期
的
に
は
、
劉
晏
と
第
五

に
よ
る
東
・
西
の
財
政
分
掌
体
制
成
立
後
、

巡
院
網
の
布
置
が
開
始
さ
れ
た
代
宗
朝
の
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
よ
り
、
黄
巣
の
乱
に
よ
っ
て
唐
朝
中
央
政
権
が
崩
壊
す
る
乾
符
末

（
八
七
九
）
ま
で
を
範
囲
と
し
、
ま
た
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
対
象
は
、
あ
く
ま
で
前
任
官
ま
た
は
遷
出
先
が
判
明
す
る
官
人
に
限
っ
て
い

る
。
従
っ
て
、
決
し
て
史
料
上
検
知
し
得
る
就
任
者
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
【
表
1
】
か
ら
【
表
3
】
ま
で
延
べ
170

名
余
の
事
例
を
通
観
す
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
大
体
の
趨
勢
を
窺
う
に
足
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

ま
ず
、
巡
院
下
幕
職
官
・
監
場
官
の
前
任
を
見
る
と
、
前
任
が
判
明
す
る
29
名
中
（
丁
憂
を
は
さ
む
№
30
の
令
狐

を
含
め
る
。

待
考
の
盧
宏
は
除
く
）
実
に
27
名
が
下
級
州
県
官
か
ら
の
遷
入
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
27
名
の
内
訳
は
、
県
令
５
・
県
丞
２
・

県
主
簿
７
・
県
尉
８
・
州
参
軍
５
と
な
っ
て
い
る
。
表
中
№
１
〜
12
は
貞
元
十
三
年
（
七
九
七
）
建
立
の
「
大
唐
河
東
塩
池
霊
慶
公
神

祠
碑
」
の
「
碑
陰
記
」
に
見
え
る
も
の
で
、
河
東
解
池
を
擁
す
る
度
支
河
中
院
の
官
員
構
成
を
伺
う
好
個
の
史
料
で
あ
る
が
、
こ
の
う

ち
京
畿
近
傍
の
京
畿
道
・
関
内
道
の
州
県
官
が
４
名
（
№
２
３
４
８
）、
河
中
府
及
び
そ
の
近
傍
の
絳
州
・
晋
州
の
州
県
官
が
５
名

（
№
１
５
６
11
12
）
と
、
12
名
中
９
名
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
表
全
体
を
見
渡
し
て
、
進
士
出
身
者
が
見
ら
れ
な

い
こ
と
と
対
応
し
て
、
京
畿
近
傍
で
も
主
に
進
士
出
身
者
が
就
く
エ
リ
ー
ト
・
ポ
ス
ト
た
る
畿
県
の
尉
（
47
）
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
分

か
る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
に
、
河
中
院
の
幕
職
・
監
場
官
の
場
合
、
在
京
の
判
度
支
が
、
京
畿
近
傍
の
下
級
州
県
官
か
ら
、
進
士
出

身
の
キ
ャ
リ
ア
は
な
い
が
吏
能
才
幹
あ
る
者
を
見
出
し
て
辟
召
し
た
り
、
現
地
の
知
院
官
が
、
同
じ
く
現
地
近
傍
の
幹
能
あ
る
州
県
官

に
目
星
を
つ
け
、
判
度
支
へ
の
奏
薦
を
経
て
辟
召
・
叙
任
さ
れ
る
と
い
っ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
想
定
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
№
23
の

盧
伯
卿
は
河
中
府
猗
氏
県
主
簿
か
ら
「
泉
貨
の
司
、
公
を
猗
氏
之
理
よ
り
移
し
て
、
以
て

之
用
を
成
さ
し
め
ん
と
願
ひ
」
て
東

渭
橋
給
納
使
巡
官
に
充
て
ら
れ
、
塩
鉄
転
運
使
管
下
の
東
南
に
お
い
て
も
、
№
15
の
殷
彪
は
、
東
南
塩
政
の
中
心
揚
州
に
隣
接
す
る
楚
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州
の
録
事
参
軍
か
ら
「
塩
鉄
使
李
公
」（
48
）
に
辟
さ
れ
、
№
27
の
張
観
は
、
大
中
六
年
（
八
五
二
）
揚
州
海
陵
県
丞
で
あ
っ
た
も
の
が
、

翌
年
淮
南
節
度
使
（
兼
塩
鉄
転
運
使
）（
49
）
杜

に
よ
っ
て
揚
州
下
陵
亭
場
の
監
当
官
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
か
ら
す
る

と
、
巡
院
下
幕
職
官
・
監
場
官
は
、
進
士
出
身
の
キ
ャ
リ
ア
組
で
は
な
い
州
県
官
―
特
に
京
畿
お
よ
び
現
地
近
傍
の
―
の
う
ち
、
幹
能

あ
る
者
を
抜
擢
す
る
と
い
う
の
が
、
最
も
一
般
的
な
リ
ク
ル
ー
ト
の
方
途
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
進

士
出
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
た
な
い
州
県
官
に
と
っ
て
も
、
こ
の
ま
ま
吏
部
の
常
調
に
よ
る
正
規
の
官
途
を
歩
む
と
す
れ
ば
、
循
資
格
の

制
度
に
よ
っ
て
必
然
的
に
予
見
さ
れ
る
前
途
の
艱
難
―
官
途
の
渋
滞
―
（
50
）
か
ら
脱
却
し
て
、
昇
進
と
自
己
実
現
を
は
か
る
一
つ
の
機

会
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。（
51
）

し
か
し
、
巡
院
下
幕
職
官
・
監
場
官
が
主
に
こ
う
し
た
層
か
ら
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
官
界
に
お
け
る
地
位
は
高
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
例
を
、
か
つ
て
愛
宕
元
氏
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
№
14
の
魏

の
例
（
52
）
に
つ
い
て
見

た
い
。
愛
宕
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
魏

の
出
自
が
所
謂
新
興
の
庶
姓
層
に
属
す
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。

は
貞
元
初
よ

り
五
、
六
度
も
科
挙
に
応
試
す
る
も
「
賄
援
兼
ね
て
無
き
を
以
て
竟
に
登
第
せ
ず
」、
懐
州
河
陽
節
度
使
に
よ
っ
て
懐
州
の
参
軍
に
辟

召
さ
れ
、
丁
憂
の
の
ち
吏
部
の
常
調
に
従
っ
て
山
南
の
果
州
司
戸
参
軍
を
授
け
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
「
度
支
山
南
租
庸
使
」（
53
）
に
辟

さ
れ
て
「
共
に
塩
鹵
を
理
」
め
た
と
い
う
。
の
ち
同
職
を
辞
し
、
宰
相
裴

に
よ
っ
て
待
制
官
に
補
さ
れ
よ
う
と
し
た
が
、
結
局
拝

し
た
の
は

州
司
戸
参
軍
で
あ
り
、
宣
州
司
戸
参
軍
に
転
じ
て
、
元
和
九
年
（
八
一
四
）
五
五
歳
を
以
て
没
し
た
。
右
の
う
ち
待
制

官
は
六
品
以
上
の
清
望
官
を
指
し
（
54
）
、
も
し
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
魏

の
夫
人
誌
「
唐
故
宣
州
参

軍
鉅
鹿
魏
君
夫
人
趙
氏
墓
誌
銘
并
序
」（『
匯
編
（
陝
西
二
）』
七
八
頁
）
に
は
か
か
る
記
載
は
な
く
、
愛
宕
氏
の
指
摘
す
る
魏

誌
の

祖
先
に
関
わ
る
粉
飾
を
勘
案
す
る
に
、
こ
れ
は
同
誌
の
虚
飾
で
あ
る
公
算
が
極
め
て
強
い
（
55
）
。
と
す
れ
ば
、
魏

の
官
歴
は
、
山
南
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で
塩
政
に
携
わ
っ
た
時
期
を
は
さ
ん
で
四
州
の
参
軍
に
終
始
す
る
、
ま
こ
と
に
冴
え
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

但
し
、
こ
の
一
例
を
以
て
、
直
ち
に
巡
院
下
幕
職
官
・
監
場
官
が
、
専
ら
か
か
る
新
興
庶
姓
層
の
官
界
進
出
の
戸
口
と
な
っ
て
い
た

と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
表
中
№
４
の
楊
叔
興
は
弘
農
楊
氏
観
王
房
、
№
16
の
楊
仲
雅
は
同
じ
く
弘
農
楊
氏
越
公
房

（『
新
唐
書
』
七
一
下
　
宰
相
世
系
表
）、
№
18
の
盧
処
約
、
№
23
の
盧
伯
卿
・
待
考
の
盧
宏
（
56
）
は
范
陽
第
二
房
盧
氏
（
同
七
三
上
）、

№
24
の
崔

（
57
）
は
清
河
大
房
崔
氏
（
同
七
二
下
）、
い
ず
れ
も
大
姓
貴
族
の
出
自
で
あ
る
。
ま
た
№
22
の
李
郁
は
渤
海
李
氏
の
出
と

い
う
が
、『
広
韻
』
に
渤
海
郡
の
郡
姓
と
し
て
李
氏
が
見
え
、
ま
た
夫
人
は
名
門
清
河
小
房
崔
氏
の
出
（
58
）
で
あ
る
か
ら
、
郡
姓
（
中

小
）
貴
族
の
出
と
見
て
よ
い
。
ま
た
№
７
の
張

と
№
27
の
張
観
は
奇
し
く
も
父
子
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
張
観
誌
に
よ
れ
ば
、

常
山
（
鎮
州
）
の
人
と
い
い
、

張
謙
﹇
青
州
刺
史
﹈
―

知
﹇
夏
官
郎
中
﹈
―
相
﹇
海
陵
令
﹈
―
成
則
﹇
莱
州
録
事
﹈
―

﹇
大
理
評
事
﹈
―
観

と
の
系
譜
を
伝
え
る
。『
広
韻
』
に
は
、
中
山
郡
（
鎮
州
）
の
郡
姓
と
し
て
張
氏
が
見
え
て
お
り
、

知
の
子
の
俊
、
成
則
の
子
信
の

墓
誌
も
存
し
て
（
59
）
、
官
記
等
首
尾
相
応
じ
る
の
で
、
こ
れ
も
ま
ず
郡
姓
貴
族
の
出
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
こ
う
し
た
貴
族
出
身
者
が

巡
院
下
幕
職
官
・
監
場
官
に
就
任
し
て
い
る
例
は
、
他
に
も
多
く
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
60
）
。
い
ま
№
24
の
崔

の
例
に
徴

せ
ば
、
弱
冠
に
し
て
門
蔭
を
以
て
出
身
し
た

は
、

州
雲
安
の
塩
政
官
か
ら
饒
州
永
平
の
銭
監
、
華
州
永
豊
倉
の
巡
院
、
楚
州
宝

応
の
恐
ら
く
巡
院
官
（
61
）
と
地
方
現
場
の
財
務
職
を
歴
任
し
、
さ
ら
に
河
南
・

・
荊
・
襄
・
滑
・
鄭
州
の
職
（
恐
ら
く
は
巡
院

官
）（
62
）
を
経
た
の
ち
、
よ
う
や
く
太
常
寺
太
祝
・
容
州
経
略
判
官
に
転
じ
て
い
る
。
太
常
寺
太
祝
は
正
九
品
上
、
容
州
経
略
使
は
僻

遠
の
藩
鎮
で
あ
る
に
鑑
み
れ
ば
、

が
歴
任
し
た
地
方
現
場
財
務
職
の
官
界
に
お
け
る
地
位
の
低
さ
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
る
と

と
も
に
、
進
士
出
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
た
な
い
名
門
貴
族
の
子
弟
が
、
仕
官
を
得
る
た
め
に
、
か
か
る
低
位
の
財
務
職
に
し
が
み
つ
く
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こ
と
も
辞
さ
な
か
っ
た
と
い
う
、
唐
後
半
期
に
お
け
る
官
場
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
、
こ
れ
ら
巡
院
下
幕
職
官
・
監
場
官
の
遷
出
先
を
見
る
に
、
前
述
の
崔

や
、
こ
れ
も
さ
き
に
触
れ
た
東
都
院
巡
官→

知
集

津
分
巡
院→

泗
州
司
倉
参
軍
（「
元
領
旧
職
」）→

河
陰
院
巡
官
と
転
じ
た
№
21
の
劉
茂
貞
、
宝
応
院
巡
官→

知
富
国
監
（『
太
平
寰
宇

記
』
八
二
に
見
え
る
梓
州
・
富
国
監
か
？
）→

廬
寿
院
巡
官→

「
宝
応
旧
職
」（→

の
ち
楚
州
営
田
巡
官
）
と
転
じ
た
№
18
の
盧
処
約
、

東
渭
橋
給
納
使
巡
官→

知
京
畿
雲
陽
院→

両
池
使
判
官→

知

中
院→

知
塩
監
事
と
転
じ
た
№
23
の
盧
伯
卿
を
典
型
と
し
て
、
№
20

張
渾
・
22
李
郁
・
28
劉
略
・
30
令
狐

な
ど
、
地
方
現
場
の
財
務
職
を
歴
任
す
る
例
が
多
く
看
取
さ
れ
る
。
実
際
、
繁
劇
な
現
場
に

お
け
る
実
務
に
練
達
し
た
官
人
が
、
専
売
行
政
上
得
難
い
人
材
と
し
て
、
一
種
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
化
し
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。
こ
と
に
上
記
の
劉
茂
貞
・
盧
伯
卿
・
劉
略
・
令
狐

の
他
、
№
15
の
殷
彪
も
の
ち
に
知
院
官
（
揚
子
留
後
）
に
な

っ
て
お
り
、
知
院
官
の
あ
る
部
分
が
明
ら
か
に
こ
れ
ら
「
叩
き
上
げ
」
型
の
官
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
次
項
と
の
関

わ
り
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
。

（
２
）
知
院
官

次
に
、
知
院
官
に
つ
い
て
、
そ
の
前
任
官
ま
た
は
遷
出
先
が
判
明
す
る
も
の
に
つ
い
て
表
示
し
た
の
が
、
次
の
【
表
2
】
で
あ
る

（
な
お
混
乱
を
避
け
る
た
め
【
表
1
】
か
ら
【
表
3
】
ま
で
通
し
番
号
と
し
た
）。
最
初
期
の
大
暦
中
の
事
例
に
つ
い
て
は
、「
租
庸
使
」

「
知
某
租
庸
塩
鉄
」
の
称
号
が
見
え
る
が
、
夙
に
高
橋
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
租
庸
使
は
巡
院
の
前
身
に
当
た
る
も
の
で
あ
り
、
大

暦
年
間
に
入
っ
て
も
一
部
そ
の
名
称
が
残
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
63
）
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
大
暦
年
間
の
知
院
官
の
多
く
は
劉
晏
直
々
の

辟
召
に
よ
る
も
の
で
、
劉
晏
の
腹
心
と
し
て
名
を
馳
せ
た
韓

や
穆
寧
の
他
、
の
ち
の
名
地
方
官
た
る
戴
叔
倫
や
詩
人
と
し
て
高
名
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な
劉
長
卿
な
ど
四
人
の
進
士
出
身
者
を
数
え
、
ま
さ
し
く
「
一
時
の
選
」
と
称
さ
れ
る
人
士
中
の
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

№
36
の
于

は
第
五

の
辟
召
、
№
39
の
崔

（
陲
）
は
第
五

の
後
を
承
け
て
代
宗
朝
後
期
の
西
北
財
政
を
牛
耳
っ
た
辣
腕
家
韓

滉
の
辟
召
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
要
す
る
に
、
大
暦
年
間
の
知
院
官
は
、
唐
後
半
期
財
政
シ
ス
テ
ム
が
ま
さ
に
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
、

そ
の
草
創
期
を
担
う
べ
く
招
集
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
で
あ
り
、
後
来
シ
ス
テ
ム
が
安
定
稼
働
に
入
り
、
恒
常
的
な
官
僚
制
機
構
の
一
齣
に

組
み
込
ま
れ
て
か
ら
の
そ
れ
と
は
、
お
の
ず
か
ら
異
質
な
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
ス
テ
ム
が
安
定
稼
働
に
入
っ
た
の
は
、

徳
宗
初
年
の
宰
相
楊
炎
に
よ
る
劉
晏
排
撃
と
財
務
使
職
廃
止
（
64
）
、
お
よ
び
藩
鎮
の
大
乱
に
よ
る
混
乱
の
の
ち
、
ま
ず
貞
元
年
間
に
入

っ
て
か
ら
、
す
な
わ
ち
貞
元
二
年
（
七
八
六
）
に
藩
鎮
の
乱
が
終
息
す
る
と
と
も
に
、
宰
相
崔
造
に
よ
る
最
後
の
財
務
使
職
廃
止
の
試

み
が
頓
挫
し
、
同
八
年
に
塩
鉄
使
・
判
度
支
に
よ
る
東
・
西
分
掌
制
が
最
終
的
に
確
立
す
る
辺
り
か
ら
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ

て
、
唐
後
半
期
の
恒
常
的
官
僚
制
機
構
上
に
お
け
る
知
院
官
の
位
置
を
見
極
め
る
た
め
に
は
、
主
に
貞
元
以
降
の
事
例
に
よ
っ
て
論
を

進
め
る
の
が
妥
当
と
考
え
る
。

右
述
に
よ
っ
て
、
№
45
〜
96
の
貞
元
年
間
以
降
の
事
例
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
ま
ず
知
院
官
の
前
任
か
ら
見
る
と
、
や
は
り
州
県

官
か
ら
の
遷
入
が
、
前
任
が
判
明
す
る
40
例
（
丁
憂
を
は
さ
む
№
82
李
杼
を
含
め
る
）
中
16
例
と
最
も
多
い
（
貶
官
で
あ
る
№
55
の

程

を
除
く
）。
内
訳
は
州
刺
史
２
・
府
州
参
軍
4
・
県
令
６
・
県
丞
１
・
県
主
簿
１
・
県
尉
２
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
前
項
の
巡

院
下
幕
職
官
・
監
場
官
と
比
べ
れ
ば
、
同
じ
州
県
官
で
も
州
刺
史
を
含
む
一
段
高
位
の
層
か
ら
辟
召
さ
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
付

言
す
れ
ば
、
県
尉
の
２
例
（
№
51
65
）
は
エ
リ
ー
ト
・
ポ
ス
ト
た
る
畿
尉
（
万
年
尉
・
洛
陽
尉
）
で
あ
る
。
ま
た
大
和
以
降
の
6
例
中

５
例
（
№
72
79
81
83
90
）
は
県
令
か
ら
の
遷
入
と
な
っ
て
い
る
。『
新
唐
書
』
五
四
　
食
貨
志
・
塩
法
に
、

宣
宗
即
位
す
。
…
是
の
時
、
江
呉
の
羣
盗
、
剽
す
る
所
を
以
て
茶
塩
に
易
ふ
。
…
嘗
て
両
畿
・
輔
・
望
県
の
令
を
更
る
者
を
択
び
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て
監
院
官
と
為
す
べ
し
。

と
あ
り
、
こ
れ
は
繁
劇
な
県
の
親
民
官
と
し
て
経
験
を
積
ん
だ
官
人
を
、
多
事
多
端
な
江
淮
の
知
院
官
に
充
て
る
意
図
に
出
る
も
の
で

あ
る
が
、
か
か
る
趨
勢
は
、
知
院
官
一
般
に
お
い
て
、
既
に
大
和
頃
よ
り
定
例
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、

前
期
に
は
州
刺
史
や
御
史
中
丞
・
郎
中
な
ど
五
品
官
以
上
か
ら
差
遣
さ
れ
た
り
、
逆
に
県
丞
や
県
主
簿
か
ら
差
充
さ
れ
た
り
と
、
か
な

り
の
振
幅
を
持
っ
て
い
た
知
院
官
の
位
置
が
、
概
ね
県
令
の
上
あ
た
り
に
収
斂
し
て
行
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
次
に
、
巡
院

下
の
幕
職
官
か
ら
知
院
官
に
昇
る
「
叩
き
上
げ
」
型
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
前
項
で
述
べ
た
ゆ
え
繰
り
返
さ
な
い
が
、
も
う
一
つ
、
藩

鎮
幕
職
官
か
ら
、
或
は
藩
鎮
幕
職
官
曾
任
者
か
ら
知
院
官
に
転
じ
る
ケ
ー
ス
が
8
例
（
№
46
52
54
62
65
75
82
88
）
見
ら
れ
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
、
こ
れ
は
巡
院
下
幕
職
官
・
監
場
官
に
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
№
18
盧
処
約
は
「
不
就
」
と
さ
れ
る
）。
さ

き
に
も
一
言
し
た
如
く
、
唐
後
半
期
の
官
界
に
お
い
て
、
藩
鎮
幕
職
官
は
一
種
の
エ
リ
ー
ト
・
コ
ー
ス
と
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

知
院
官
か
ら
藩
鎮
幕
職
官
へ
の
遷
出
（
№
56
65
及
び
76
）
も
含
め
、
知
院
官
と
藩
鎮
幕
職
官
の
交
往
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
次
項
で

の
分
析
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
興
味
深
い
。
ま
た
、
進
士
出
身
者
も
４
例
見
ら
れ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
が
（
65
）
、
但
し
№
58
の
陳
通

方
は
、
旧
怨
を
銜
む
塩
鉄
使
王
播
の
悪
意
に
よ
る
人
事
で
あ
り
（
66
）
、
残
る
３
例
中
２
例
、
す
な
わ
ち
冒
頭
に
掲
げ
た
№
80
姚
勗
と
、

夙
に
鄭
州
陽
武
の
「
劇
を
治
め
」、
の
ち
平
糴
の
不
実
に
坐
し
な
が
ら
も
、
塩
鉄
使
に
「
其
の
幹
を
惜
し
」
ま
れ
て
罪
を
減
じ
ら
れ
た

№
62
羅
立
言
（『
新
唐
書
』
一
七
九
　
同
伝
）
は
、
進
士
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
能
吏
型
の
人
物
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
注
意
を
要
し

よ
う
。

次
に
、
知
院
官
か
ら
の
遷
出
先
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
二
つ
の
類
型
に
分
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
は
、
州
刺
史
に
出
る

も
の
で
、
遷
出
先
が
判
明
す
る
№
45
以
降
の
48
例
中
、
貶
官
の
№
52
程

と
待
考
の
王
某
を
除
き
、
13
例
（
№
46
57
62
63
66
69
72
73
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81
90
92
95
96
）
が
数
え
ら
れ
る
。
唐
後
半
期
の
官
界
に
お
い
て
、
知
院
官
を
勤
め
上
げ
た
官
人
が
州
刺
史
に
転
出
す
る
の
が
、
一
つ
の

コ
ー
ス
と
し
て
ほ
ぼ
定
例
化
し
て
い
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
も
う
一
つ
は
、
他
の
巡
院
の
知
院
官
な
ど
、
い
わ
ば
エ
キ
ス
パ
ー
ト
的
に

財
務
関
係
職
を
歴
任
し
て
行
く
コ
ー
ス
で
、
中
途
に
他
官
を
は
さ
み
な
が
ら
財
務
職
に
転
遷
し
た
事
例
を
も
含
め
る
と
、
実
に
24
例

（
№
46
50
53
54
55
57
58
59
60
64
65
67
70
72
77
80
83
84
86
87
89
91
93
96
）
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
専
売
行
政
の
要
と
も
い
う
べ
き
巡

院
を
統
轄
し
て
年
数
を
経
た
練
達
の
知
院
官
が
、
他
に
替
え
難
い
人
材
と
し
て
エ
キ
ス
パ
ー
ト
化
し
て
行
っ
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で

必
然
の
要
請
で
あ
っ
た
ろ
う
。

敕
す
。
塩
鉄
・
戸
部
・
度
支
三
使
下
の
監
院
官
は
、
皆
な
郎
官
・
御
史
も
て
之
と
為
し
、
使
更
改
す
る
と
雖
も
、
院
官
は
移
替
す

る
を
得
ず
。
如
し
顕
か
に
曠
敗
有
れ
ば
、
即
ち
事
を
具
し
て
以
聞
せ
よ
。

と
あ
る
『
旧
唐
書
』
一
七
下
　
文
宗
紀
・
開
成
二
年
十
月
甲
寅
条
の
記
事
は
、
塩
鉄
使
・
度
支
使
（
判
度
支
）
な
ど
使
職
が
交
替
し

て
も
、
前
使
に
よ
っ
て
辟
召
さ
れ
た
知
院
官
（
67
）
は
離
任
し
な
い
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は
専
門
職
た
る
知
院
官
の
専
従
化
・
固
定
化

の
方
向
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
項
で
見
た
「
叩
き
上
げ
」
型
の
知
院
官
（
№
63
殷
彪
・
70
劉
茂
貞
・
77
盧
伯
卿
・
91
令
狐

）

は
勿
論
、
延
州
の
度
支
院
か
ら
昭
義
藩
の
支
度
巡
官
を
経
て
白
沙
院
・
桂
陽
監
（
鋳
銭
監
。『
元
和
郡
県
図
志
』
二
九
、

州
）
・
湖

南
院
と
転
じ
た
№
53
の
崔
逢
、
鄭
滑
の
知
院
か
ら
義
成
藩
鎮
の
幕
職
官
を
経
て
、

州
・
徐
州
・
再
び
鄭
滑
・
福
建
と
知
院
官
を
歴

任
し
た
№
65
の
王
師
正
、
同
じ
く
鄭
滑
か
ら
揚
子
・
浙
西
と
知
院
官
を
転
遷
し
た
№
83
の
崔
応
ら
は
、
こ
う
し
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
型
の

官
人
の
類
型
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
巡
院
下
幕
職
官
・
監
場
官
と
同
様
（
或
は
そ
の
延
長
線
上
に
お
い
て
）、
知
院

官
の
あ
る
部
分
も
、
明
ら
か
に
専
門
職
化
す
る
方
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
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（
３
）
領
使
直
属
の
幕
職
官

塩
鉄
転
運
使
・
判
度
支
（
度
支
使
）
・
判
戸
部
な
ど
、
常
設
の
財
務
使
職
下
の
直
属
幕
職
官
に
つ
い
て
、
そ
の
前
任
官
ま
た
は
遷
出

先
が
判
明
す
る
も
の
に
つ
い
て
表
示
し
た
の
が
、
次
の
【
表
3
】
で
あ
る
。
も
と
よ
り
エ
リ
ー
ト
中
堅
官
僚
と
し
て
の
位
置
が
明
ら
か

な
前
述
の
「
判
案
郎
官
」
や
、
財
務
幕
職
官
の
唐
後
期
官
僚
制
機
構
に
お
け
る
常
制
的
地
位
に
焦
点
を
絞
る
た
め
、
臨
時
の
使
職
で
あ

る
行
営
糧
料
使
・
両
税
使
・
三
川

塩
使
（
68
）
、
元
和
六
年
（
八
一
一
）
に
停
止
さ
れ
た
（
河
南
尹
・
陝
州
刺
史
が
兼
ね
る
こ
と
が
多

か
っ
た
）
河
南
水
陸
運
使
・
陝
州
水
陸
運
使
（
69
）
な
ど
の
幕
僚
、
度
支
管
下
で
北
辺
財
政
に
携
わ
っ
た
代
北
転
運
使
（
70
）
な
ど
は
除
外

し
て
あ
る
。
ま
た
、
徳
宗
朝
初
年
ま
で
の
事
例
、
す
な
わ
ち
№
97
〜
109
は
、
№
102
黎
燧
ま
で
が
劉
晏
に
よ
る
辟
召
、
105
王
紹
ま
で
が
劉

晏
直
系
の
「
故
吏
」
包
佶
に
よ
る
辟
召
で
あ
り
、
こ
の
辺
ま
で
は
前
項
の
知
院
官
の
場
合
と
同
様
、
唐
後
半
期
財
政
シ
ス
テ
ム
草
創
期

の
ス
タ
ッ
フ
と
い
う
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
。
劉
晏
「
故
吏
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
盧
徴
、
詩
人
・
文
豪
と
し
て
も
著
名
な
劉
長
卿
・

権
徳
輿
・
張
登
、『
史
通
』
で
名
高
い
劉
知
幾
の
子
劉
迥
、
ま
た
貞
元
初
年
に
や
は
り
劉
晏
「
故
吏
」
元

に
よ
っ
て
辟
召
さ
れ
、
そ

の
後
年
に
は
宰
相
に
至
っ
た
№
106
の
斉
抗
な
ど
、
ま
さ
に
多
士
済
々
と
呼
ぶ
べ
き
状
況
で
あ
り
、「
一
時
の
選
」
と
称
さ
れ
た
シ
ス
テ

ム
草
創
期
の
力
動
を
よ
く
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
そ
の
後
の
事
例
に
お
い
て
も
、
詩
人
と
し
て
名
高
い
№
119
の
竇
常
や
170

の
司
空
図
、
韓
愈
の
子
の
№
139
韓
昶
ら
の
辟
召
が
あ
り
、
ま
た
№
126
程

・
142
畢

・
146
楊
収
・
156
王
徽
・
163
劉
瞻
・
172
劉
崇
望
な

ど
、
の
ち
に
宰
相
に
至
る
人
士
を
輩
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
知
院
官
な
ど
の
事
例
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
ら
領
使
直
属
の
幕
職
官
が
、
現
場
の
知
院
官
や
巡
院
下
の
幕
職
官
に
比
べ
、
一
段
高
い
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

さ
て
、
い
ま
草
創
期
の
事
例
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
措
き
、
さ
し
あ
た
り
貞
元
以
降
の
事
例
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
文
宗
朝
の
大

和
・
開
成
の
頃
を
境
と
し
て
、
状
況
が
ま
さ
し
く
一
変
し
て
い
る
様
子
を
看
取
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
貞
元
か
ら
宝
暦
（
敬
宗
朝
）
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ま
で
（
№
106
〜
133
）
を
一
区
切
り
と
す
る
な
ら
ば
、
高
級
僚
佐
た
る
塩
鉄
副
使
９
例
を
除
く
と
、
そ
の
判
明
す
る
前
任
官
は
、
州
刺
史

２
・
府
州
参
軍
３
・
県
尉
１
と
、
州
県
官
が
13
例
中
６
例
（
№
109
112
113
116
127
129
）
と
多
数
を
占
め
、
こ
れ
は
前
項
ま
で
に
見
た
知
院
官

な
ど
と
傾
向
を
共
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
期
の
領
使
下
幕
職
官
に
は
、
民
政
等
に
お
い
て
そ
れ
な
り
の
経
歴
を
積
ん
だ
官
人

か
ら
才
幹
あ
る
者
を
抜
擢
す
る
と
い
う
方
向
性
の
―
つ
ま
り
劉
晏
草
創
期
以
来
の
―
継
続
が
お
お
よ
そ
伺
わ
れ
よ
う
。
実
際
№
126
の

程

は
皇
甫

と
並
ぶ
元
和
後
期
の
「
財
臣
」
と
し
て
著
名
で
あ
る
し
、
№
124
の
崔

・
129
の
殷
彪
は
さ
き
に
見
た
よ
う
に
監
場

官
・
知
院
官
を
複
数
回
に
わ
た
っ
て
領
し
て
お
り
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
型
の
官
人
と
い
っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
が
、
大
和
以
降
の
事
例
（
№
134
〜
）
に
目
を
転
じ
る
な
ら
ば
、
何
よ
り
ま
ず
41
例
中
29
例
と
い
う
進
士
出
身
者
の
圧
倒
的
な

多
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
こ
れ
は
全
く
新
し
い
傾
向
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
前
任
官
に
つ
い
て
見
る
と
、
判
明
す
る
24
例
の
う
ち
、
州
県

官
６
例
（
№
138
139
148
149
153
164
）
に
対
し
、
藩
鎮
幕
職
官
か
ら
の
遷
入
11
例
（
№
136
140
142
146
147
157
159
167
168
169
170
）、
校
書
郎
・
正
字
・
大

理
評
事
な
ど
低
品
清
流
官
か
ら
の
遷
入
５
例
（
№
141
154
156
158
162
）
が
目
に
つ
く
。
周
知
の
如
く
、
こ
れ
ら
低
品
の
清
流
官
（
及
び
№
139

148
149
164
の
畿
尉
）
は
進
士
出
身
者
が
多
く
経
由
す
る
エ
リ
ー
ト
・
ポ
ス
ト
（
71
）
で
あ
り
、
藩
鎮
幕
職
官
も
ま
た
朝
廷
の
清
要
官
と
自
在

に
交
往
す
る
一
種
の
エ
リ
ー
ト
・
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
さ
き
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
文
宗
朝
以
降
に
お

け
る
財
務
領
使
下
幕
職
官
は
、
完
全
に
進
士
出
身
者
を
主
と
す
る
エ
リ
ー
ト
・
コ
ー
ス
上
の
ポ
ス
ト
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
を
意
味
し

て
お
り
、
あ
ま
つ
さ
え
進
士
出
身
か
ら
財
務
領
使
下
幕
職
官
を
以
て
釈
褐
す
る
例
も
５
例
（
▲
印
）
を
見
出
せ
る
。「
叩
き
上
げ
」
組

の
劉
茂
貞
（
№
134
）
が
そ
の
官
歴
の
最
後
に
就
い
た
塩
鉄
巡
官
の
職
は
、
進
士
出
身
の
キ
ャ
リ
ア
組
の
初
任
官
の
ポ
ス
ト
で
も
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

ま
た
転
出
先
39
例
を
見
る
に
、
進
士
出
身
で
あ
っ
て
も
、
よ
く
吏
能
を
発
揮
し
た
場
合
に
は
、
冒
頭
に
挙
げ
た
姚
勗
（
№
144
）
や
、
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表

 3】　
財
務
使
職
下
幕
職
官
の
前
任
・
遷
出
事
例
一
覧
表
（
乾
符
末
＝
879
ま
で
）
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塩
鉄
使
裴
休
（
在
任：

大
中
六
〜
八
年
）
に
よ
っ
て
巡
官
に
辟
さ
れ
て
よ
り
、
韋
有
翼
（
同
八
〜
九
年
）
・
柳
仲
郢
（
同
九
〜
一
二
年
）

と
歴
代
の
塩
鉄
使
の
下
で
留
任
し
、
つ
い
で
判
度
支
劉

（
同
一
一
〜
一
二
年
）
の
巡
官
に
転
じ
、
杜
勝
（
同
一
二
年
）
・
沈
詢

（
同
一
二
〜
一
三
年
？
）
と
留
任
し
た
№
159
の
盧

な
ど
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
型
の
官
途
を
歩
む
ケ
ー
ス
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま

い
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
藩
鎮
幕
職
官
へ
の
遷
出
13
例
（
№
136
137
140
142
146
148
149
151
157
158
165
170
172
）
が
目
に
つ
く
の
で
あ
り
、
さ
ら
に

一
旦
は
同
じ
財
務
幕
職
に
遷
出
後
、
藩
鎮
幕
職
官
へ
転
じ
た
例
が
２
例
（
№
152
156
）
あ
る
。
ま
た
、
エ
リ
ー
ト
・
ポ
ス
ト
た
る
畿
尉
へ

の
遷
出
も
２
例
（
№
166
168
）
あ
り
、
一
旦
藩
鎮
幕
職
官
に
遷
出
し
た
の
ち
畿
尉
に
転
じ
た
例
（
№
137
）
と
、
同
じ
く
財
務
幕
職
に
遷
出

し
た
の
ち
畿
尉
に
転
じ
た
例
（
№
169
）
も
各
１
例
あ
る
。
こ
う
し
た
例
を
通
観
す
る
と
、
文
宗
朝
以
降
の
財
務
領
使
下
幕
職
官
は
、
ほ

ぼ
藩
鎮
幕
職
官
と
同
等
の
地
位
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

○
№
137
盧
就

進
士
（
大
和
六
年
）→

「
試
正
字
・
佐
塩
鉄
」→

山
南
東
道
従
事
（
開
成
初
）→

京
兆
府

県
尉→

秘
書
省
校
書
郎→

丁

憂→

弘
文
館
博
士
（
同
末
）→

東
川
観
察
支
使
〔
兼
殿
中
侍
御
史
〕（
会
昌
三
年
）→

易
定
観
察
判
官
〔
兼
侍
御
史
〕（
同
五

年
）→

同
節
度
判
官
〔
検
校
戸
部
員
外
郎
〕→

侍
御
史→

比
部
員
外
郎→

度
支
員
外
郎→

刑
部
郎
中→

…

○
№
146
楊
収

進
士
（
会
昌
元
年
）→

淮
南
節
度
推
官
〔
試
校
書
郎
〕（
同
二
年
）→

度
支
巡
官
（
同
四
年
）→

東
川
掌
書
記
〔
試
太
常
寺

協
律
郎
〕（
同
五
年
）→

西
川
掌
書
記
（
大
中
二
年
）→
京
兆
府
渭
南
県
尉
・
集
賢
校
理→

西
川
節
度
判
官→

監
察
御
史→

太
常
博
士
（
同
六
年
）→

丁
憂→

淮
南
観
察
支
使
（
同
九
年
）→
侍
御
史→

職
方
員
外
郎→

判
度
支
案
（
大
中
末
？
）→

司

勲
員
外
郎→

長
安
令→

吏
部
員
外
郎→

翰
林
学
士
・
庫
部
郎
中
・
知
制
誥
（
咸
通
二
年
）→

…



唐後半期における財務領使下幕職官とその位相153

○
№
158
崔
安
潜

進
士
（
大
中
三
年
）→

秘
書
省
校
書
郎→

塩
鉄
巡
官→

某
道
□
察
判
官→

京
兆
府
万
年
県
尉
「
直
弘
文
館
」→

殿
中
侍
御
史

→
同
・
史
館
修
撰→

礼
部
員
外
郎→

河
中
節
度
判
官〔
検
校
礼
部
郎
中
〕→

吏
部
員
外
郎→

長
安
令→

司
封
郎
中
・
知
制
誥→

…

い
ま
3
例
を
掲
げ
た
が
、
い
ず
れ
も
ま
ず
典
型
的
な
エ
リ
ー
ト
・
コ
ー
ス
の
官
途
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
そ
の
途
径
に
お
い
て
、

太
字
で
示
し
た
財
務
領
使
下
幕
職
官
（
及
び
判
案
郎
官
）
が
、
或
は
釈
褐
、
或
は
幕
職
官
よ
り
の
転
遷
、
或
は
釈
褐
官
よ
り
の
転
遷
と
、

い
か
に
も
自
然
な
地
歩
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
大
和
以
降
に
お
け
る
財
務
領
使
下
幕
職
官
が
、
エ
リ

ー
ト
・
コ
ー
ス
上
に
藩
鎮
幕
職
官
と
肩
を
並
べ
る
存
在
と
な
っ
た
一
因
に
は
、
幕
職
官
が
使
主
の
転
任
に
随
行
す
る
所
謂
「
元
従
」
の

慣
行
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
実
は
右
の
楊
収
の
場
合
、
淮
南→

度
支→

東
川→

西
川
と
い
う
転
遷
は
、
す
べ
て
使
主
杜

に
随
行

し
て
の
元
従
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
№
142
畢

は
陳
許→

度
支→

淮
南
と
や
は
り
杜

に
、
№
147
孫

は
東
川→

度
支
と
盧
商
に
、

№
165
柳

は
度
支→

沢

と
高

に
、
№
169
崔
凝
は
河
陽→

河
東→

塩
鉄→

度
支
と
崔
延
昭
に
、
№
170
司
空
図
は
商
州→

湖
南→

塩

鉄→

東
都→

宣
歙
と
王
凝
に
元
従
し
て
い
る
。
ま
た
№
156
王
徽
は
塩
鉄
使
徐
商
に
巡
官
と
し
て
辟
召
さ
れ
た
後
、
間
を
お
い
て
徐
商
が

荊
南
節
度
使
に
出
鎮
し
た
際
、
再
び
そ
の
判
官
に
辟
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
使
主
の
転
任
に
伴
っ
て
藩
鎮
―
財
務
領
使
の
両
幕

職
官
を
交
往
す
る
例
が
自
然
と
多
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

右
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
大
和
頃
よ
り
官
界
に
お
け
る
財
務
領
使
の
地
位
そ
の
も
の
が
一
段
上
昇
し
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
前
頁

に
掲
げ
た
【
表
4
】
は
財
務
領
使
か
ら
の
入
相
ま
た
は
宰
相
に
よ
る
財
務
領
使
兼
任
の
事
例
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見

る
と
、
ち
ょ
う
ど
敬
宗
・
文
宗
朝
の
頃
よ
り
そ
の
事
例
が
頓
に
増
加
し
、
特
に
武
宗
朝
以
降
は
、
宣
宗
朝
の
63
％
を
筆
頭
に
、
財
務
領

使
か
ら
の
入
相
乃
至
宰
相
に
よ
る
財
務
領
使
兼
任
が
宰
相
中
の
ほ
ぼ
半
数
以
上
を
占
め
る
に
至
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
懿
宗
朝
に
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は
「
懿
皇
朝
、
多
く
夏
官
侍
郎
自
り
塩
鉄
を
判
せ
ば
、
即
ち
鈞
軸
を
秉
る
」（
尉
遅

『
中
朝
故
事
』
上
）
の
如
く
、
財
務
領
使
が
入

相
の
前
段
階
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
記
事
を
見
出
せ
る
が
、
し
か
し
こ
の
傾
向
は
、
表
を
見
る

限
り
、
既
に
宣
宗
朝
に
は
明
ら
か
な
も
の
と
思
わ
れ
る
（
72
）
。
そ
れ
は
、
元
和
年
間
の
一
連
の
財
政
改
革
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
よ
う

な
財
務
領
使
と
宰
相
の
緊
張
関
係
が
解
消
さ
れ
、
中
書
門
下
に
よ
る
財
政
三
司
（
戸
部
・
度
支
・
塩
鉄
）
会
計
掌
握
を
通
じ
て
の
、
宰

相
府
に
よ
る
財
政
統
轄
が
成
立
し
た
こ
と
の
一
つ
の
帰
結
で
あ
っ
た
ろ
う
（
73
）
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
に
至
っ
て
財
務
領
使
下
の
幕
職
官

は
、
宰
相
乃
至
宰
相
級
の
高
官
の
直
属
の
僚
佐
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
地
位
は
も
は
や
端
倪
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
宰
相
級
の
高
官
と
の
間
に
培
っ
た
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
は
、
領
使
下
幕
職
官
に
と
っ
て
、
官
界
遊
泳
の
大
き
な

資
産
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
№
147
の
孫

が
使
主
盧
商
の
入
相
に
よ
り
「
相
幕
の
体
例
」
を
以
て
太
常
寺
協
律
郎
の
京
官
を
得

た
こ
と
や
、
前
掲
の
楊
収
が
故
主
杜

と
の
ち
に
収
を
判
度
支
案
に
引
い
た
宰
相
夏
侯
孜
の
推
薦
に
よ
っ
て
翰
林
学
士
に
抜
擢
さ
れ

た
こ
と
（『
旧
唐
書
』
一
七
七
　
楊
収
伝
）
な
ど
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

さ
て
ま
た
、
こ
う
し
た
事
態
は
一
体
何
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
つ
て
憲
宗
の
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）、
藩
鎮
攻
討
戦

に
お
い
て
よ
く
供
軍
の
用
を
支
え
た
皇
甫

と
程

が
、
そ
れ
ぞ
れ
判
度
支
・
塩
鉄
転
運
使
か
ら
入
相
し
た
際
に
は
「
朝
野
駭
愕
し
、

市
井
負
販
の
者
に
至
る
ま
で
亦
た
之
を
嗤
ふ
」
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
呼
び
起
こ
し
、
時
の
宰
相
裴
度
は
上
疏
の
中
で

・

を
「
銭
穀
の
吏
」
と
決
め
つ
け
、「
小
人
」
ば
ら
と
同
列
に
居
る
こ
と
を
恥
じ
て
、
実
に
辞
任
を
願
い
出
る
と
い
う
騒
ぎ
で
あ
っ
た

（『
通
鑑
』
二
四
〇
　
元
和
十
四
年
八
月
条
）。
そ
れ
が
数
十
年
の
歳
月
を
閲
す
る
う
ち
、
今
や
財
務
領
使
を
経
る
こ
と
が
宰
相
に
登
る

当
然
の
階
梯
と
見
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
傭
兵
制
に
立
脚
し
、
両
税
法
と
専
売
制
に
依
存
す
る
後
期
唐
朝
国
家
に

お
い
て
、
今
や
財
政
こ
そ
が
国
家
の
要
石
で
あ
る
と
い
う
、
そ
の
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
重
み
が
漸
く
認
識
と
し
て
共
有
さ
れ
る
に
至
り
、
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財
政
は
も
は
や
「
銭
穀
の
吏
」
や
「
財
臣
」
が
操
る
特
殊
な
吏
術
で
は
な
く
、
宰
相
た
る
者
の
当
然
見
識
と
経
験
を
有
す
べ
き
最
重
要

業
務
と
し
て
見
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
、
否
応
も
な
い
情
勢
の
変
化
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
筆
系
エ
リ
ー
ト

官
僚
の
登
龍
門
た
る
進
士
出
身
者
が
、
広
く
財
務
領
使
下
の
幕
職
官
に
進
出
し
て
行
く
こ
と
も
ま
た
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
趨
勢
と
関
わ

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
例
を
挙
げ
れ
ば
、
翰
林
学
士
と
い
え
ば
、
制
詔
を
草
す
る
エ
リ
ー
ト
文
筆
職
で
あ
り
、
未
来
の
宰

相
候
補
た
る
皇
帝
の
側
近
政
策
顧
問
で
も
あ
る
が
、
会
昌
・
大
中
の
頃
よ
り
、
六
部
侍
郎
を
帯
び
た
高
品
の
翰
林
学
士
が
出
院
す
る
際
、

判
戸
部
に
出
る
例
が
徐
商
（
会
昌
〜
大
中
）
・
蕭

（
大
中
八
年
）
・
蒋
伸
（
同
十
二
年
）
・
于

（
咸
通
五
年
）
・
独
孤
霖
（
同

七
年
）
と
頻
見
す
る
よ
う
に
な
り
、
劉

は
塩
鉄
転
運
使
と
し
て
出
院
し
て
い
る
（
大
中
十
一
年
）（
74
）
。
翰
林
学
士
と
財
務
領
使
と

い
う
の
も
聊
か
意
表
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
宰
相
候
補
の
有
望
官
人
に
財
務
の
経
験
を
積
ま
せ
る
と
い
う
意
味
合
い
が
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
因
み
に
上
記
の
六
名
は
独
孤
霖
を
除
い
て
全
員
入
相
し
て
い
る
。

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
何
よ
り
財
政
を
最
優
先
の
課
題
と
す
る
唐
後
半
期
以
降
に
お
け
る
国
家
形
態
を
「
財
政
国
家
」
と
表
現

す
る
な
ら
ば
、
大
和
・
開
成
以
降
に
お
け
る
上
述
の
趨
勢
は
、
ま
さ
し
く
「
財
政
国
家
」
の
深
化
乃
至
日
常
化
と
い
う
事
態
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
中
〜
咸
通
に
至
っ
て
、
財
務
領
使
を
経
て
の
入
相
と
い
う
よ
う
に
、「
財
政
国
家
」
が
漸
く
制
度
面
で
の

完
整
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
時
、
皮
肉
に
も
当
の
財
政
シ
ス
テ
ム
の
方
は
破
綻
に
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
。
大
中
の
末
年
か
ら
咸
通
は
、

裘
甫
の
乱
・

の
乱
と
い
う
、
唐
末
民
衆
反
乱
の
始
動
期
に
他
な
ら
な
い
。

黄
巣
の
乱
後
の
唐
朝
は
、
実
質
的
に
は
も
は
や
関
中
に
余
喘
を
保
つ
一
地
方
政
権
に
過
ぎ
ず
、「
藩
鎮
は
各
々
租
税
を
専
ら
に
し
、

河
南
・
北
、
江
淮
、
復
た
上
供
す
る
無
し
」（『
通
鑑
』
二
五
六
　
光
啓
元
年
閏
三
月
条
）
と
の
状
況
の
下
、
糧
食
に
も
事
欠
く
有
様
で

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
光
啓
二
年
（
八
八
六
）
の
進
士
陸

は
、
同
年
宰
相
韋
昭
度
が
塩
鉄
使
を
領
す
る
と
と
も
に
巡
官
に
辟
召
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さ
れ
（『
旧
唐
書
』
一
七
九
　
陸

伝
）、
景
福
元
年
（
八
九
二
）
の
進
士
崔
艤
は
、
宰
相
兼
塩
鉄
使
杜
譲
能
に
辟
召
さ
れ
て
巡
官
に

釈
褐
し
（『
匯
編
（
洛
陽
一
四
）』
一
九
三
頁
「
崔
艤
及
妻
鄭
氏
墓
誌
」）、
や
は
り
唐
極
末
の
進
士
崔
協
・
楊
凝
式
も
度
支
巡
官
に

（『
旧
五
代
史
』
五
八
　
崔
協
伝
、
一
二
八
　
楊
凝
式
伝
）、
同
じ
く
進
士
孫
拙
も
戸
部
巡
官
に
釈
褐
し
て
い
る
（『
匯
編
（
洛
陽
一
五
）』

一
三
五
頁
「
孫
拙
墓
誌
」）。
ま
た
昭
宗
朝
の
進
士
李
徳
休
・
蕭
頃
・
盧
程
・
劉
岳
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
「
塩
鉄
官
」
・
度
支
巡
官
・
塩
鉄
巡

官
・
戸
部
巡
官
に
就
辟
し
て
い
る
（
75
）
。
火
の
車
と
も
い
う
べ
き
財
政
事
情
の
下
で
、
進
士
出
身
の
俊
秀
は
何
よ
り
ま
ず
財
務
領
使
下

幕
職
官
に
任
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
皮
肉
な
、
唐
後
半
期
官
僚
制
及
び
財
政
シ
ス
テ
ム
の
終
局
の
姿
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

塩
鉄
推
官
・
知
河
陰
院
姚
勗
の
員
外
郎
昇
任
に
対
す
る
韋
温
の
反
対
は
、
財
政
こ
そ
が
今
や
国
家
の
柱
石
で
あ
り
、
財
政
は
も
は
や

「
銭
穀
の
吏
」
や
ひ
と
握
り
の
「
財
臣
」
が
操
る
特
殊
な
吏
術
で
は
な
い
と
い
う
認
識
が
漸
く
定
着
を
見
は
じ
め
た
開
成
年
間
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
旧
い
認
識
と
新
し
い
認
識
が
せ
め
ぎ
合
い
つ
つ
も
、
後
者
の
優
勢
へ
と
余
儀
も
な
く
移
行
し
始
め
た
こ
の
時
期
に
お
い
て
、

韋
温
が
固
執
し
た
立
場
は
、
聊
か
時
代
遅
れ
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
「
旧
い
」
側
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
忖
度
す
れ
ば
、
領
使
下
の

幕
職
官
は
さ
て
お
き
、
知
院
官
と
い
う
現
場
の
業
務
に
身
を
浸
す
職
務
に
対
し
て
は
、
な
お
「
吏
臭
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
禁
じ
得

ぬ
貴
族
官
僚
制
の
生
理
が
存
し
て
い
た
と
も
想
像
さ
れ
る
。
宰
相
も
進
士
出
身
の
エ
リ
ー
ト
文
筆
官
も
、
も
は
や
財
政
に
身
を
以
て
関

与
す
る
こ
と
を
避
け
て
通
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
唐
後
半
期
の
時
代
の
空
気
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
勢
門
の
子
弟
、
倉
・
駕
の
二
曹

を
鄙
し
み
（
76
）
、
之
に
居
る
者
悦
ば
ず
」（『
旧
唐
書
』
一
七
七
　
畢

伝
）
と
伝
え
ら
れ
る
の
も
ま
た
、
唐
後
半
期
の
官
界
に
お
け
る
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一
方
の
空
気
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
77
）
。

周
知
の
如
く
、
唐
の
巡
院
は
宋
代
の
路
転
運
使
へ
と
発
展
し
（
78
）
、
唐
の
塩
鉄
使
・
判
度
支
・
判
戸
部
は
宋
代
の
三
司
使
へ
と
発
展

す
る
（
79
）
。
梅
原
郁
氏
に
よ
れ
ば
、
宋
代
に
お
い
て
は
、
転
運
使
は
「
監
司
」
資
序
の
根
本
に
位
置
づ
け
ら
れ
、「
守
令
」（
知
県→

通

判→

知
州
）→
「
監
司
」（
提
点
刑
獄→

転
運
使
）
と
い
う
階
梯
は
、
官
人
の
差
遣
昇
遷
の
主
流
と
も
称
す
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
「
監
司
」
資
序
の
上
級
段
階
で
あ
る
路
転
運
使
か
ら
、
三
司
の
判
官
乃
至
副
使
と
し
て
中
央
に
転
任
す
る
の
が
、
こ
れ
ま
た
一

つ
の
通
例
と
な
っ
て
お
り
、「
監
司
」
〜
三
司
判
官
は
、
多
く
の
官
人
が
辿
る
ま
さ
に
普
遍
的
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
80
）
。

ま
たR

.H
artw

ell

は
、
北
宋
期
に
お
け
る
恒
常
的
な
財
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
論
じ
た
論
文
の
中
で
、
財
政
業
務
の
高
度
な
専
門
化

や
財
政
官
を
歴
任
す
る
キ
ャ
リ
ア
・
パ
タ
ー
ン
の
形
成
と
い
う
趨
勢
の
一
方
で
、
九
六
四
〜
一
〇
九
〇
年
に
至
る
125
名
の
宰
執
中
74
％

に
当
た
る
94
名
が
か
つ
て
何
ら
か
の
高
位
財
政
官
の
経
験
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
高
度
の
専
門
的
識
見
を
共
有
す
る
官

僚
に
よ
っ
て
財
務
行
政
が
常
時
画
定
・
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
十
一
世
紀
の
高
位
財
政
官
の
90
％
が
科
挙
出
身
で
あ
り
、
50
名

の
三
司
使
の
う
ち
科
挙
に
お
け
る
高
位
登
第
者
が
27
名
を
占
め
る
一
方
、
三
司
使
を
は
じ
め
高
位
財
政
官
が
科
挙
の
考
試
官
に
充
て
ら

れ
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
お
り
、
論
策
の
出
題
内
容
に
も
経
済
・
財
政
問
題
が
高
い
比
重
を
占
め
る
な
ど
、
科
挙
と
財
政
の
間
に
も
密

接
な
連
関
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
（
81
）
。
特
に
、
三
司
使
な
ど
長
官
ク
ラ
ス
の
財
政
官
が
、
自

ら
の
下
属
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
、
叙
任
や
罷
免
の
奏
請
を
通
じ
て
事
実
上
強
い
人
事
権
を
行
使
し
て
い
た
こ
と
は
、
本
稿
で
論
じ
た
唐
後

半
期
に
お
け
る
財
務
領
使
の
幕
職
官
辟
召
（
及
び
判
案
郎
官
奏
請
）
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
甚
だ
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
な
宋
代
に
お

け
る
政
策
形
成
・
官
制
・
人
事
運
営
な
ど
官
僚
政
治
の
様
々
な
側
面
に
お
い
て
の
「
財
政
」
の
浸
透
＝
日
常
化
の
様
相
は
、
全
き
「
財

政
国
家
」
と
し
て
の
宋
朝
の
姿
を
よ
く
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
以
上
に
縷
述
し
て
来
た
唐
代
の
財
務
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領
使
下
幕
職
官
・
知
院
官
の
あ
り
よ
う
は
、
ま
さ
し
く
先
駆
的
・
過
渡
的
な
「
財
政
国
家
」
と
し
て
の
唐
後
半
期
の
姿
を
如
実
に
示
す

も
の
と
い
い
得
る
の
で
は
な
い
か
。

註（
1
）（
2
）『
旧
唐
書
』
一
六
八
『
新
唐
書
』
一
六
九
　
韋
温
伝
。
ま
た
『
冊
府
元
亀
』
四
六
九
　
台
省
部
・
封
駁
、『
通
鑑
』
二
四
六
　
開
成
四
年
五
月
条
。
な
お
中
村
裕
一

氏
は
『
唐
代
制
勅
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
）
に
お
い
て
、
韋
温
の
執
奏
を
給
事
中
の
封
駁
の
例
に
数
え
て
い
る
が
、『
新
唐
書
』『
冊
府
元
亀
』『
通
鑑
』
は
す
べ
て

韋
温
を
尚
書
右
丞
と
す
る
。
中
村
氏
も
説
く
よ
う
に
、
給
事
中
の
封
駁
と
は
別
に
、
告
身
の
署
名
段
階
で
尚
書
左
右
丞
が
署
名
拒
否
と
い
う
形
で
異
議
申
し
立
て
を
行
う
例

が
あ
り
、
こ
れ
も
広
い
意
味
で
の
「
封
還
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
（
同
書
二
二
三
〜
二
六
頁
）。
な
お
文
官
の
勅
授
に
は
右
丞
で
は
な
く
左
丞
の
署
名
が
入
る
は
ず
で
あ
る

が
、
敦
煌
出
土
の
制
授
告
身
式
に
は
「
左
丞
具
官
封
名
」
下
の
双
行
注
に
「
其
武
官
則
右
丞
署
。
若
左
右
丞
内
一
人
無
、
仍
見
在
者
通
署
」
と
あ
り
、
厳
耕
望
『
唐
僕
尚
丞

郎
表
』（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
五
六
）
に
よ
れ
ば
、
開
成
四
年
の
左
丞
は
空
欄
と
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
左
丞
の
欠
員
に
よ
り
、
右
丞
の
韋
温
が
署
名
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）
姚
勗
は
の
ち
に
李
徳
裕
と
友
善
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
（『
新
唐
書
』
一
二
四
　
姚
崇
伝
）、
韋
温
の
叔
父
貫
之
は
牛
党
系
の
人
脈
上
に
位
置
す
る
が
、
後
文
の
よ
う
に
牛

党
首
魁
の
一
人
で
あ
る
宰
相
楊
嗣
復
が
姚
勗
を
弁
護
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
た
び
の
反
対
に
党
派
的
色
彩
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
4
）『
新
唐
書
』
一
二
四
　
姚
崇
伝
。

（
5
）
宮
崎
市
定
『
大
唐
帝
国
』（
一
九
六
八→

『
宮
崎
市
定
全
集(

八)

』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
）、
礪
波
護
「
律
令
体
制
と
そ
の
崩
壊
」（
一
九
七
〇→

同
『
唐
の
行
政
機
構
と

官
僚
』
中
公
文
庫
、
一
九
九
八
）。

（
6
）
例
え
ば
藩
鎮
を
唐
朝
中
央
政
府
に
敵
対
す
る
存
在
で
は
な
く
、
後
期
唐
朝
の
地
方
行
政
・
財
政
を
支
え
る
存
在
と
し
て
捉
え
る
張
国
剛
『
唐
代
藩
鎮
研
究
』（
湖
南
教
育

出
版
社
、
一
九
八
三
）、
ま
た
鄭
炳
俊
「
唐
後
半
期
の
地
方
行
政
体
系
に
つ
い
て
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
一
―
三
、
一
九
九
二
）「
唐
代
の
観
察
処
置
使
に
つ
い
て
」（『
史
林
』

七
七
―
五
、
一
九
九
四
）、
及
び
次
註
の
藩
鎮
幕
職
官
に
関
す
る
近
年
の
諸
成
果
な
ど
。
ま
た
宋
代
へ
と
つ
な
が
る
唐
後
半
期
の
聴
政
シ
ス
テ
ム
や
政
治
空
間
の
再
編
に
つ
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い
て
の
松
本
保
宣
氏
の
「
唐
代
後
半
期
に
お
け
る
延
英
殿
の
機
能
に
つ
い
て
」（『
立
命
館
文
学
』
五
一
六
、
一
九
九
〇
）「
唐
代
後
半
期
の
待
制
・
次
対
官
再
論
」（『
立
命

館
文
学
』
五
三
三
、
一
九
九
四
）
よ
り
「
唐
宣
宗
朝
の
聴
政
」（『
東
洋
学
報
』
八
三
―
三
、
二
〇
〇
一
）「
唐
文
宗
皇
帝
の
聴
政
制
度
改
革
に
つ
い
て
」（『
古
代
文
化
』
五

四
―
七
、
二
〇
〇
二
）
に
至
る
一
連
の
論
考
な
ど
。

（
7
）
中
国
に
お
け
る
代
表
的
研
究
と
し
て
戴
偉
華
『
唐
代
幕
府
与
文
学
』（
現
代
出
版
社
、
一
九
九
〇
）
『
唐
方
鎮
文
職
僚
佐
考
』（
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
）『
唐
代

使
府
与
文
学
研
究
』（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
）、
石
雲
濤
『
唐
代
幕
府
制
度
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
）。
藩
鎮
幕
職
官
が
中
央
官
僚
機
構

と
密
接
な
結
び
つ
き
と
日
常
的
な
交
往
の
回
路
を
有
し
、
む
し
ろ
エ
リ
ー
ト
・
コ
ー
ス
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
晩
唐
期
に
お
け
る
官
人
の
幕

職
官
入
仕
と
そ
の
背
景
」（
松
本
肇
・
川
合
康
三
編
『
中
唐
文
学
の
視
角
』
創
文
社
、
一
九
九
八
）「
唐
後
半
期
の
藩
鎮
辟
召
制
に
つ
い
て
の
再
検
討
」（『
東
洋
史
研
究
』
六

〇
―
一
、
二
〇
〇
一
Ａ
）
に
詳
論
し
た
。
ま
た
拙
稿
「

陽
鄭
氏
襄
城
公
房
一
支
と
成
徳
軍
藩
鎮
」（『
吉
田
寅
先
生
古
稀
記
念
ア
ジ
ア
史
論
集
』
東
京
法
令
、
一
九
九
七
）

「
唐
代
藩
鎮
に
お
け
る
下
級
幕
職
官
に
つ
い
て
」『
中
國
史
学
』
一
一
、
二
〇
〇
一
Ｂ
）
も
参
照
。

（
8
）
礪
波
護
「
三
司
使
の
成
立
に
つ
い
て
」（
一
九
六
一→

同
『
唐
代
政
治
社
会
史
研
究
』
同
朋
舎
、
一
九
八
六
）、
青
山
定
雄
「
唐
宋
時
代
の
転
運
使
及
び
発
運
使
」（
同

『
唐
宋
時
代
の
交
通
と
地
誌
地
図
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
）、
日
野
開
三
郎
「
大
暦
末
以
前
の
租
庸
使
」「
大
暦
末
以
前
の
度
支
使
」「
粛
・
代
二
朝
の
大
漕
運
と

転
運
使
」（
と
も
に
『
東
洋
史
学
論
集(

三)

』
三
一
書
房
、
一
九
八
一
）、
妹
尾
達
彦
「
唐
代
塩
専
売
法
の
規
定
内
容
と
そ
の
効
力
」（『
三
田
村
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』

立
命
館
大
学
、
一
九
八
〇)

「
唐
代
後
半
期
に
お
け
る
江
淮
塩
税
機
関
の
立
地
と
機
能
」（『
史
学
雑
誌
』
九
一
―
二
、
一
九
八
二
Ａ
）「
唐
代
河
東
池
塩
の
生
産
と
流
通
」

（『
史
林
』
六
五
―
六
、
一
九
八
二
Ｂ
）「
塩
池
の
国
家
祭
祀
」（『
中
國
史
学
』
二
、
一
九
九
二
）、
鈴
木
正
弘
「
唐
代
塩
鉄
転
運
使
創
業
の
人
的
背
景
」（『
史
正
』
一
五
、
一

九
八
六
）、
及
び
特
に
高
橋
継
男
氏
の
一
連
の
研
究
、「
劉
晏
の
巡
院
設
置
に
つ
い
て
」（『
集
刊
東
洋
学
』
二
八
、
一
九
七
二
）「
唐
後
半
期
に
於
け
る
度
支
使
・
塩
鉄
転
運

使
系
巡
院
の
設
置
に
つ
い
て
」（『
集
刊
東
洋
学
』
三
〇
、
一
九
七
三
）「
唐
代
の
地
方
塩
政
機
構
」（『
歴
史
』
四
九
、
一
九
七
六
）「
唐
代
後
半
期
に
お
け
る
巡
院
の
地
方
行

政
監
察
業
務
に
つ
い
て
」（『
星
博
士
退
官
記
念
中
国
史
論
集
』
同
記
念
事
業
会
、
一
九
七
八
）「
唐
後
半
期
に
お
け
る
巡
院
と
漕
運
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
六
、

一
九
八
一
）「
唐
後
半
期
、
度
支
使
・
塩
鉄
転
運
使
系
巡
院
名
増
補
攷
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
九
、
一
九
八
六
）「
唐
代
後
期
の
解
府
君
墓
誌
と
殷
府
君
墓
誌
」

（『
東
ア
ジ
ア
古
文
書
の
史
的
研
究
』
刀
水
書
房
、
一
九
九
〇
）「
唐
後
半
期
の
官
界
に
お
け
る
知
院
官(
度
支
･
塩
鉄
転
運
巡
院
の
長
官)

の
位
置
に
つ
い
て
」（『
堀
敏
一
先
生
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古
稀
記
念
中
国
古
代
の
国
家
と
民
衆
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
）「
唐
代
後
半
期
の
度
支
・
塩
鉄
転
運
巡
院
制
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」（『
第
三
届
中
国
唐
代
文
化
学
術
研

討
会
論
文
集
』
中
国
唐
代
学
会
、
一
九
九
七
）。

（
9
）
高
橋
前
註
（
8
）
一
九
九
五
論
文
。

（
10
）
李
錦
繍
『
唐
代
財
政
史
稿
（
下
巻
）』
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
。

（
11
）
礪
波
前
註
（
8
）
論
文
。『
通
典
』
一
八
　
選
挙
六
に
引
く
沈
既
済
「
選
挙
雑
議
凡
七
条
」。

（
12
）
劉
晏
創
業
時
の
人
脈
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
前
註(

８)

論
文
、
呉
楓
「
劉
晏
理
財
与
用
人
」（『
中
国
古
代
経
済
史
論
叢
』
黒
竜
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
）
参
照
。

（
13
）
前
註
（
7
）
一
九
九
八
・
二
〇
〇
一
Ａ
拙
稿
。

（
14
）『
旧
唐
書
』
一
七
下

文
宗
紀
、
開
成
二
年
十
月
甲
寅
條
に
「
塩
鉄
・
戸
部
・
度
支
三
院
下
監
院
官
、
皆
郎
官
・
御
史
為
之
」
と
あ
る
が
、
知
院
官
が
必
ず
し
も
郎
官
・
御

史
を
帯
び
な
か
っ
た
こ
と
は
、
高
橋
前
註(

８)

一
九
九
五
論
文
に
指
摘
が
あ
り
、
財
務
領
使
下
幕
職
官
に
お
い
て
も
「
大
司
馬
王
公
（
鐸
）
領
事
塩
鉄
、
署
君
巡
官
、
仮
校

書
郎
」（『
千
唐
誌
斎
蔵
誌
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
四
―
以
下
『
千
唐
』
と
略
記
―
一
〇
七
七
「
唐
故
河
南
府
洛
陽
県
尉
孫
府
君(

備)

墓
誌
并
序
」）、「
度
支
推
官
・
徴
事

郎
・
試
大
理
評
事
李
袞
」（『
隋
唐
五
代
墓
誌
匯
編
（
陝
西
四
）』
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
〜
九
二
―
以
下
『
匯
編
』
と
略
称
―
一
三
七
頁
「
契

通
墓
誌
」）
と
い
っ

た
例
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。

（
15
）『
洛
陽
出
土
歴
代
墓
誌
輯
縄
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
一
）
五
七
五
「
唐
故
朝
散
大
夫
舒
州
司
馬
…
陳
公
（
曦
）
志
銘
并
序
」。

（
16
）『
千
唐
』
九
九
五
「
有
唐
故
撫
州
法
曹
参
軍
員
外
置
隴
西
李
府
君
（
彙
）
墓
誌
銘
并
序
」。

（
17
）『
匯
編
（
河
南
一
）』
九
七
頁
「
薛
巽
墓
誌
」。

（
18
）
唐
末
の
事
例
に
「
高
駢
領
塩
鉄
、
辟
（
周
）
宝
子
佶
為
支
使
」（『
新
唐
書
』
一
八
六
　
周
宝
伝
）
と
、
塩
鉄
使
下
「
支
使
」
の
職
が
一
例
見
え
る
。
し
か
し
「
支
使
」
と

は
通
常
藩
鎮
幕
職
官
の
一
で
あ
る
観
察
支
使
を
指
し
、
高
駢
は
鎮
海
節
度
使
・
淮
南
節
度
使
を
領
し
て
塩
鉄
使
を
兼
ね
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
支
使
」
が
節
度
使
下
の
幕
職

官
（
観
察
支
使
）
で
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
。

（
19
）
藩
鎮
幕
職
官
に
お
い
て
で
あ
る
が
、『
通
鑑
』
二
三
四
　
貞
元
九
年
十
月
甲
子
条
の
胡
注
は
「
節
度
巡
官
、
在
判
官
・
推
官
之
下
」
と
い
う
。
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（
20
）
元
和
二
年
以
降
、
塩
鉄
使
管
下
の
専
売
収
益
は
、
製
塩
費
用
分
を
除
き
す
べ
て
度
支
に
納
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
唐
会
要
』
八
七
　
転
運
塩
鉄
総
序
）。
同
四
年
の

裴

の
両
税
三
分
制
改
革
―
上
供
の
増
加
に
よ
る
両
税
税
収
把
握
の
強
化
―
と
あ
わ
せ
、
憲
宗
朝
以
降
、
度
支
に
よ
る
中
央
財
政
統
轄
が
確
立
・
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
高
瀬
奈
津
子
「
安
史
の
乱
後
の
財
政
体
制
と
中
央
集
権
に
つ
い
て
」『
史
学
雑
誌
』
一
一
〇
―
一
一
、
二
〇
〇
一
）。
こ
の
点
に
お
い
て
、
度
支
は
他
の
二
司
（
塩
鉄
使
・

判
戸
部
）
よ
り
一
段
高
位
に
立
つ
存
在
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
領
使
下
幕
職
官
の
地
位
に
反
映
し
た
と
す
れ
ば
、
盧

の
塩
鉄
推
官→

度
支
巡
官
の
転
遷
は
、

推
官
∨
巡
官
の
地
位
の
高
下
よ
り
度
支
∨
塩
鉄
の
地
位
の
高
下
に
起
因
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
21
）『
文
苑
英
華
』
四
一
二
　
中
書
制
誥
、
幕
府
一
は
、
幕
職
の
編
目
と
し
て
「
推

」
と
し
て
両
者
を
一
括
し
た
項
目
を
立
て
て
い
る
。

（
22
）
藩
鎮
下
の
判
官
の
地
位
・
職
掌
に
つ
い
て
は
、
厳
耕
望
「
唐
代
方
鎮
使
府
僚
佐
考
」（『
唐
史
研
究
叢
考
』
香
港
・
新
亜
研
究
所
、
一
九
六
九
）
参
照
。

（
23
）
例
え
ば
『
新
唐
書
』
一
八
四
　
楊
収
伝
「
夏
侯
孜
以
宰
相
領
度
支
、
引
判
度
支
案
」
を
『
旧
唐
書
』
一
七
七
　
同
伝
は
「
宰
相
夏
侯
孜
領
度
支
、
用
収
為
判
官
」
と
記
し
、

同
一
七
二
　
李
石
伝
「
入
為
工
部
郎
中
・
判
塩
鉄
案
、（
大
和
）
五
年
、
改
刑
部
郎
中
」
に
対
し
、『
唐
会
要
』
五
九
　
刑
部
員
外
郎
は
「
太
和
五
年
四
月
勅
。
塩
鉄
判
官
・

守
尚
書
刑
部
郎
中
李
石
…
」
と
あ
る
。
但
し
李
錦
繍
前
註
（
10
）
書
の
如
く
、
こ
れ
を
以
て
「
判
官
」
を
す
べ
て
「
判
案
郎
官
」
の
別
称
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
【
表
3
】
№
161
の
張

は
「
釈
褐

州
従
事
、
戸
部
判
官
、
入
為
藍
田
尉
・
集
賢
校
理
」
と
記
さ
れ
る
が
、「
入
り
て
藍
田
尉
と
為
る
」
と
あ
れ
ば
、
こ
の
「
戸
部

判
官
」
は
現
任
の
郎
中
・
員
外
郎
が
差
補
さ
れ
る
「
判
案
郎
官
（
判
戸
部
案
）」
で
は
あ
り
得
な
い
。
経
歴
か
ら
推
す
に
、
こ
の
場
合
の
「
判
官
」
は
幕
職
官
の
汎
称
か
。

な
お
、
後
註
（
26
）
参
照
。

（
24
）
戸
部
財
政
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
信
一
郎
「
唐
代
後
半
期
の
中
央
財
政
」（『
人
文
』
四
〇
、
一
九
八
八
）、
李
錦
繍
前
註
（
10
）
書
―
第
二
篇
第
三
章
参
照
。
な
お
渡
辺
氏

が
『
唐
会
要
』
八
七
　
転
運
塩
鉄
総
敍
の
貞
元
八
年
詔
条
「
今
戸
部
所
領
三
川
塩
鉄
・
転
運
自
此
始
也
」
の
記
事
に
拠
っ
て
、
三
川
（
西
川
･
東
川
･
山
南
西
道
）
の

塩

業
務
が
判
戸
部
に
移
譲
さ
れ
た
と
説
く
の
は
賛
成
で
き
な
い
。
貞
元
八
年
は
、
判
度
支
・
塩
鉄
使
に
よ
る
西
北
・
東
南
の
塩
政
区
分
が
ま
さ
に
再
確
立
さ
れ
た
年
で
あ
り
、

こ
れ
を
念
頭
に
置
け
ば
、
上
の
「
戸
部
」
は
四
司
戸
部
（
判
戸
部
）
で
は
な
く
、
度
支
の
代
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
（
度
支
を
擁
す
る
）
六
部
戸
部
と
見
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

（
25
）
戸
部
推
官
の
例
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
戸
部
財
政
が
相
対
的
に
小
規
模
だ
っ
た
こ
と
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
前
註
（
23
）
の
張

の
「
戸
部
判
官
」
が
、
恐
ら
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く
は
幕
職
官
（
＝
戸
部
巡
官
？
）
の
汎
称
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、「
戸
部
判
官
」
も
史
料
上
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
26
）『
通
典
』
二
三
　
職
官
五
、
戸
部
郎
中
、『
唐
会
要
』
五
九
　
度
支
員
外
郎
、
元
和
三
年
十
月
・
同
四
年
十
一
月
・
長
慶
二
年
十
二
月
条
。「
判
案
郎
官
」
に
つ
い
て
は
、

管
見
の
限
り
李
錦
繍
前
註
（
10
）
書
―
第
一
篇
第
一
章
が
本
格
的
に
言
及
し
た
最
初
の
研
究
で
あ
る
が
、
但
し
李
氏
の
見
解
に
は
、
前
記
の
よ
う
に
「
判
官
」
を
す
べ
て

「
判
案
郎
官
」
の
別
称
と
し
、『
唐
会
要
』
七
九
　
諸
使
雑
録
下
、
会
昌
五
年
九
月
条
の
藩
鎮
幕
職
官
に
関
す
る
規
定
を
引
い
て
、
度
支
・
塩
鉄
「
判
官
（
＝
判
案
郎
官
）」

が
各
五
員
ず
つ
置
か
れ
て
い
た
と
す
る
よ
う
な
、
重
大
な
誤
認
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
拙
稿
「
唐
後
半
期
の
財
務
三
司
下
に
お
け
る
『
判
案
郎

官
』
に
つ
い
て
」（『
史
境
』
五
一
、
二
〇
〇
五
）
参
照
。

（
27
）
元
和
八
年
、
兵
部
尚
書
・
塩
鉄
使
李
巽
が
兵
部
に
塩
鉄
の
部
局
を
開
設
す
る
こ
と
を
試
み
、
左
丞
裴
佶
の
抵
抗
に
遭
っ
て
、
不
成
功
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
（『
唐
会

要
』
五
八
　
左
右
丞
）。

（
28
）「
韋

夫
人
温
氏
墓
誌
」（『
匯
編
（
北
京
遼
寧
三
）』
一
八
五
頁
）
で
は
、
こ
れ
を
明
瞭
に
「
入
遷
倉
部
員
外
郎
・
判
戸
部
案
」
と
記
す
。

（
29
）【
表
3
】
№
166
の
鄭

は
原
文
で
は
「
以
判
塩
鉄
案
・
検
校
考
功
郎
中
鄭

為
司
封
員
外
郎
、
充
転
運
判
官
」
で
、
こ
れ
だ
と
検
校
官
を
帯
び
て
判
塩
鉄
案
の
任
に
、
正

員
の
員
外
郎
を
帯
び
て
幕
職
の
任
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
一
般
の
体
例
か
ら
し
て
考
え
難
い
。
転
倒
錯
簡
が
疑
わ
れ
る
。
意
を
以
て
転
運
判
官
・
検
校
考
功
郎
中
か
ら

司
封
員
外
郎
・
判
塩
鉄
案
に
転
じ
た
も
の
と
改
め
て
お
く
。

（
30
）
前
註
（
26
）
拙
稿
参
照
。

（
31
）（
32
）
高
橋
前
註
（
8
）
一
九
七
二
・
一
九
七
三
・
一
九
七
六
論
文
。

（
33
）『
匯
編(

江
蘇)

』
八
六
頁
「
解
少
卿
墓
誌
」
に
墓
主
の
終
官
を
「
塩
鉄
転
運
江
淮
留
後
勾
検
官
・
文
林
郎
・
試
太
常
寺
協
律
郎
」
と
記
す
。
以
下
、『
太
平
広
記
』
報
応
五

「
宋

」（
出
「
報
応
記
」）
に
「
塩
鉄
院
書
手
」、『
雲
笈
七
籤
』
一
二
一
　
道
教
霊
験
記
「
蘇
州
塩
鉄
院
招
商
官
修
神
呪
道
場
験
」、『
冊
府
元
亀
』
四
八
四
　
邦
計
部
・
経

費
、
貞
元
元
年
春
条
に
「
時
漕
江
東
租
賦
百
万
余
貫
、
在
江
陵
。
度
支
主
吏
宋
棲
桐
無
部
置
、
過
火
焚
之
」
な
ど
と
見
え
る
。

（
34
）
前
註
（
33
）
解
少
卿
は
、
高
橋
前
註
（
8
）
一
九
九
〇
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
検
校
・
兼
・
試
の
職
事
官
を
帯
び
て
い
る
点
、
胥
吏
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
の
「
勾
検
」
は
律
令
官
制
上
の
「
検
勾
官
」
―
州
の
録
事
参
軍
の
よ
う
な
―
と
い
う
よ
り
、
文
字
通
り
「（
簿
籍
を
）
と
り
し
ら
べ
る
」
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意
と
考
え
ら
れ
、
業
務
の
内
実
と
し
て
は
胥
吏
的
な
気
配
が
濃
厚
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
註
（
7
）
二
〇
〇
一
Ｂ
拙
稿
で
は
、
藩
鎮
使
府
下
に
お
い
て
「
賓
僚
」
た
る
上

級
幕
職
官
と
胥
吏
の
間
に
、
胥
吏
的
な
業
務
に
従
い
な
が
ら
下
級
州
県
官
や
検
校
・
兼
・
試
官
を
帯
び
る
一
群
の
下
級
幕
職
官
と
も
い
う
べ
き
層
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
こ
の
「
勾
検
官
」
も
、
巡
院
下
の
上
級
幕
職
官
（
推
官
・
巡
官
）
と
胥
吏
の
間
に
位
置
す
る
下
級
幕
職
官
的
存
在
と
見
ら
れ
よ
う
。

（
35
）
よ
り
規
模
の
小
さ
な
塩
州
烏
池
は
「
推
官
一
員
、
巡
官
両
員
、
胥
吏
一
百
三
十
人
」、
霊
州
温
池
は
「
推
官
両
員
、
巡
官
両
員
、
胥
吏
三
十
九
人
」
と
伝
え
る
（『
唐
会
要
』

八
八
　
塩
鉄
使
）。

（
36
）
東
渭
橋
は
江
淮
か
ら
長
安
へ
の
漕
運
の
終
点
と
も
い
う
べ
き
地
点
で
あ
り
、
渭
橋
倉
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
渭
橋
院
を
領
す
る
知
院
官
は
東
渭
橋
給
納
使
の
使
職
を
称

し
た
例
が
多
い
。『
冊
府
元
亀
』
四
九
三
　
邦
計
部
・
山
沢
一
、
元
和
三
年
七
月
条
、
沈
亜
之
『
沈
下
賢
文
集
』
六
「
東
渭
橋
給
納
使
新
庁
記
」、
後
掲
【
表
1
】
№
23
盧
伯

卿
・
26
韋
承
鼎
、【
表
2
】
№
91
令
狐

の
項
参
照
。

（
37
）
知
度
支
陝
州
院
事
を
終
官
と
し
て
没
し
た
令
狐

は
「
大
司
計
（
判
度
支
）
君
の
政
事
に
熟
す
る
も
て
、
連
り
に
重
務
を
委
ね
、
河
中
院
自
り
河
陰
院
に
転
ず
」（
後
掲

【
表
2
】
№
91
）
と
さ
れ
、

は
こ
の
後
「
解
県
池
院
及
安
邑
院
事
」
に
転
じ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
い
う
河
中
院
・
河
陰
院
の
職
は
知
院
官
で
は
な
く
、
巡
院
下
の
幕
職

で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
金
石
萃
編
』
一
〇
三
「
大
唐
河
東
塩
池
霊
慶
公
神
祠
碑
并
序
」（
貞
元
十
三
年
＝
七
九
七
）
で
は
、
度
支
河
中
院
下
の
知
解
県
池
・
知
安
邑
池
の
両
職

が
、
判
度
支
の
裴
延
齢
か
ら
蘇
弁
へ
の
交
替
に
伴
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
張
巨
源
・
蕭
曾
か
ら
陸
位
・
韋
縦
へ
交
替
し
た
こ
と
を
記
し
、
巡
院
下
の
職
が
領
使
の
直
接
の
辟
召
に

よ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

（
38
）「
巡
覆
官
」
は
、「
度
支
書
手
」
駱
浚
な
る
者
が
詩
才
を
認
め
ら
れ
て
、
宰
相
李
吉
甫
に
よ
り
度
支
巡
官
に
抜
擢
さ
れ
よ
う
と
し
た
が
、「
自
ら
以
へ
ら
く
微
賤
な
れ
ば
敢

へ
て
士
大
夫
の
列
に
廁ま

じ

ら
ず
」
と
し
て
「
巡
覆
官
を
兼
ね
ん
こ
と
を
請
ふ
」
た
と
あ
り
（『
唐
語
林
』
三
　
識
鑒
）、「
考
太
楚
、
嶺
南
東
道
塩
鉄
院
都
□
〔
巡
〕
覆
官
并
南

道
十
州
巡
検
務
・
試
右
武
衛
兵
曹
参
軍
」（
程
存
浩
「
新
発
現
的
後
梁
呉
存
鍔
墓
誌
考
釈
」『
文
物
』
一
九
九
四
―
八
）
の
職
名
な
ど
か
ら
推
測
す
る
と
、「
巡
官
」
と
は
別

な
胥
吏
的
な
下
級
幕
職
官
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
劉
茂
貞
は
明
経
登
第
の
上
、
既
に
東
都
院
や
河
陰
院
な
ど
重
要
巡
院
の
巡
官
を
歴
任
し
て
お
り
、
今
さ
ら
胥

吏
的
な
下
級
幕
職
官
に
補
任
さ
れ
た
と
も
思
わ
れ
な
い
。
一
体
「
巡
覆
」
は
「
転
運
使
劉
晏
奏
令
巡
覆
江
西
、
多
所

免
。」（『
旧
唐
書
』
一
五
三
　
劉
迺
伝
）
の
如
く
巡

察
の
意
で
あ
り
、「
以(

陳)

石
為
塩
鉄
巡
官
、
往
揚
子
院
専
督
海
運
」（『
旧
唐
書
』
一
九
　
懿
宗
紀
、
咸
通
三
年
夏
条
）
の
如
く
、
巡
官
の
主
要
任
務
の
一
が
出
使
巡
察
に
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あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
「
巡
覆
官
」
は
ま
ず
巡
官
の
異
称
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

（
39
）
江
南
の
塩
利
は
、
劉
晏
の
漕
法
に
よ
り
、
揚
子→

河
陰→

渭
口→

太
倉
（
長
安
）
と
リ
レ
ー
式
に
搬
送
さ
れ
た
（『
新
唐
書
』
五
三
食
貨
志
参
照
）。
劉
茂
貞
が
黄
河
・
三

門
に
位
置
し
た
集
津
分
巡
院
時
代
か
ら
黄
河
漕
運
に
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
高
橋
前
註(

８)

一
九
八
五
論
文
参
照
。

（
40
）
高
橋
前
註
（
8
）
一
九
七
六
論
文
は
河
中
巡
院→

知
解
県
池
・
知
安
邑
池→

（
監
？→

）
八
場
と
い
う
支
配
系
統
を
想
定
す
る
。
但
し
貞
元
十
三
年
碑
に
見
え
る
「
紫
泉

場
」
が
、
乾
元
元
年
の
創
置
の
段
階
で
は
「
紫
泉
監
」
と
伝
え
ら
れ
る
（『
新
唐
書
』
三
九
　
地
理
志
）
こ
と
か
ら
す
る
と
、
河
中
の
場
合
、
監
―
場
は
統
属
関
係
で
は
な

く
、
規
模
の
大
小
に
よ
る
横
並
び
の
存
在
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
41
）
高
橋
前
註
（
8
）
一
九
九
〇
論
文
の
註
（
4
）
参
照
。

（
42
）『
唐
僕
尚
丞
郎
表
』
に
は
大
中
七
年
に
杜

の
塩
鉄
使
在
任
は
な
い
が
、
単
な
る
淮
南
節
度
使
の
立
場
で
塩
場
の
職
に
叙
任
す
る
こ
と
は
考
え
難
い
の
で
、
こ
れ
は
（
淮

南
節
度
使
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
よ
う
に
）
塩
鉄
使
を
兼
任
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
陵
亭
は
『
通
鑑
』
二
五
八
　
大
順
元
年
二
月
己
巳
条
に
「（

師
古
）

与
孫
儒
戦
於
陵
亭
、
師
古
兵
敗
而
還
」
と
見
え
、『
元
豊
九
域
志
』
五
　
淮
南
路
、
泰
州
海
陵
郡
・
興
化
県
条
に
「
陵
亭
一
鎮
」
と
見
え
る
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

（
43
）
な
お
原
文
は
崔
稜
に
作
る
。

（
44
）『
太
平
広
記
』
二
六
四
「
李
令
」（
出
『
雲
渓
友
議
』）
は
、
李
令
な
る
無
頼
の
士
人
に
強
請
ら
れ
た
知
江
陵
院
（「
任
江
陵

院
」）「
帰
評
事
」
が
、
や
む
を
得
ず
「
武
陵

渠
江
の
務
を
与
へ
」
た
と
い
う
話
柄
を
伝
え
、「
武
陵
渠
江
の
務
」
は
ま
た
「
朗
州
場
」
と
も
表
現
さ
れ
る
。
知
院
官
が
管
轄
下
の
場
（
務
）
に
つ
い
て
一
定
の
人
事
権
を

有
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

（
45
）
但
し
、
後
掲
【
表
1
】
№
23
の
盧
伯
卿
は
知

中
院
か
ら
知
塩
城
監
事
に
転
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
楚
州
塩
城
監
が
全
国
で
も
屈
指
の
大
産
塩
地
（『
輿
地
紀
勝
』

三
九
淮
南
東
路
・
楚
州
所
引
『
元
和
郡
県
志
』）
ゆ
え
の
特
例
で
あ
ろ
う
。
な
お
監
場
下
に
巡
官
が
存
し
た
例
が
『
新
唐
書
』
七
二
下
宰
相
世
系
表
、
始
興
張
氏
に
「

韶
州
塩
場
巡
官
」
と
あ
る
が
、
一
例
の
み
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
46
）
高
橋
前
註
（
8
）
一
九
九
五
論
文
。

（
47
）
礪
波
護
「
唐
代
の
県
尉
」（
一
九
七
四→

同
『
唐
代
政
治
社
会
史
研
究
』）。



唐後半期における財務領使下幕職官とその位相165

（
48
）
元
和
元
〜
四
年
在
任
の
李
巽
、
ま
た
は
四
〜
五
年
在
任
の
李

（『
唐
僕
尚
丞
郎
表
』
一
四
）。

（
49
）
前
註
（
42
）。

（
50
）
循
資
格
は
、
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）
侍
中
裴
光
庭
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
制
度
で
、
任
期
満
了
後
、
次
の
銓
選
参
加
ま
で
所
定
の
待
機
期
間
を
課
し
、
待
機
期
間
を
終

え
た
者
か
ら
授
官
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
鳥
谷
弘
昭
「
裴
光
庭
の
『
循
資
格
』
に
つ
い
て
」（『
立
正
史
学
』
四
七
、
一
九
八
〇
）
な
ど
参
照
。
唐
後
半
期
、
闕
員
不
足
と

循
資
格
に
よ
っ
て
通
常
の
銓
選
（
常
調
）
に
よ
る
官
途
が
恐
る
べ
き
渋
滞
を
呈
し
た
こ
と
は
、
前
註
（
7
）
一
九
九
八
拙
稿
も
参
照
。

（
51
）
後
掲
【
表
1
】
№
26
の
劉
略
は
「
進
士
と
為
る
こ
と
三
年
、
竟
に
第
せ
ず
」、
吏
部
の
常
調
に
よ
り
河
南
府
寿
安
県
丞
を
以
て
釈
褐
し
た
が
、
官
途
半
ば
に
し
て
塩
鉄
使

下
の
職
に
転
じ
、
そ
こ
か
ら
赤
県
た
る
京
兆
府
雲
陽
県
令
に
遷
出
す
る
を
得
て
、
つ
い
に
は
州
刺
史
か
ら
従
三
品
衛
尉
卿
に
至
っ
て
い
る
。

（
52
）
愛
宕
元
「
唐
代
の
郷
貢
進
士
と
郷
貢
明
経
」（『
東
方
学
報
（
京
）』
四
五
、
一
九
七
三
）。

（
53
）
恐
ら
く
度
支
山
南
西
道
巡
院
の
尊
称
で
あ
ろ
う
。
巡
院
の
前
身
が
租
庸
使
で
あ
っ
た
こ
と
は
高
橋
前
註
（
8
）
一
九
七
二
論
文
参
照
。
河
東
解
池
を
擁
す
る
河
中
院
が

「

塩
使
」
の
使
額
に
こ
だ
わ
っ
た
よ
う
に
（『
冊
府
元
亀
』
四
九
三
　
邦
計
部
・
山
沢
一
、
元
和
三
年
七
月
条
）、
称
使
を
以
て
一
つ
の
格
式
と
す
る
通
念
が
存
し
た
。
な

お
果
州
は
井
塩
を
産
し
、

・
開
・
通
州
の
井
塩
と
と
も
に
山
南
西
道
巡
院
が
管
轄
し
た
こ
と
は
『
新
唐
書
』
五
四
　
食
貨
志
四
に
見
え
る
。

（
54
）
唐
代
後
半
期
の
待
制
官
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
松
本
前
註
（
6
）
一
九
九
四
論
文
参
照
。

（
55
）
夫
人
誌
で
は
魏

の
官
歴
と
し
て
、
懐
州
・
果
州
・

州
・
宣
州
の
四
州
参
軍
を
列
記
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
山
南
の
巡
院
下
で
塩
政
に
携
わ
っ
た
時

期
も
、
特
に
検
校
・
兼
・
試
官
を
奏
請
さ
れ
ず
前
果
州
司
戸
参
軍
と
い
う
前
資
官
の
肩
書
き
を
以
て
職
に
従
事
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
56
）
世
系
表
に
宏
の
曾
祖
―
祖
―
父
が
、
墓
誌
の
記
載
通
り
盧
寰
―
政
―

と
見
え
て
い
る
。

（
57
）
世
系
表
に

の
祖
―
父
が
、
墓
誌
の
記
載
通
り
崔
隠
甫
―
渙
と
見
え
て
い
る
。

（
58
）
夫
人
の
曾
祖
崔
道
猷
が
『
新
唐
書
』
七
二
下
　
宰
相
世
系
表
、
清
河
小
房
崔
氏
に
見
え
て
い
る
。

（
59
）『
千
唐
』
八
二
七
「
大
唐
故
広
陵
郡
海
陵
県
丞
張
府
君(

俊)

墓
誌
銘
并
序
」、
一
一
一
一
「
唐
故
朝
散
大
夫
巴
州
刺
史
張
府
君(

信)

墓
誌
銘
并
序
」。
但
し
張
俊
誌
で
は
、
張

謙
―
師

―

知
と
す
る
。
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（
60
）
例
え
ば
『
新
唐
書
』
宗
室
・
宰
相
世
系
表
か
ら
、
宗
室

王
房
出
身
の
度
支
漁
陽
監
事
李
鋭
（
七
〇
上
）、
弘
農
楊
氏
越
公
房
出
身
の
宣
歙
度
支
巡
官
楊
球
（
七
一
下
）、

博
陵
崔
氏
安
平
房
出
身
の
度
支
江
陵
院
巡
官
崔
道
猷
（
七
二
下
）、

陽
鄭
氏
南
祖
房
出
身
の
解
州

塩
巡
官
鄭
寡
尤
（
七
五
上
）
な
ど
の
例
を
拾
い
得
る
。
ま
た
『
元
氏

長
慶
集
』
四
七
「
顔

右
賛
善
大
夫
」
に
見
え
る
両
池

塩
巡
官
顔

は
、
顔
真
卿
の
兄
の
子
（
琅
邪
顔
氏
）
で
あ
る
。

（
61
）
楚
州
宝
応
県
は
大
運
河
（
山
陽

）
沿
い
に
位
置
し
、
大
産
塩
地
・
塩
城
監
を
東
に
望
む
要
地
に
あ
る
。
№
18
盧
処
約
が
「
塩
鉄
宝
応
院
巡
官
」
で
あ
っ
た
と
い
う
如
く
、

こ
の
地
に
巡
院
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
と
見
ら
れ
る
。

（
62
）
こ
れ
ら
雄
藩
の
幕
職
官
は
格
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
崔

が
後
年
よ
う
や
く
僻
遠
の
容
州
藩
鎮
の
幕
職
に
就
い
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
の
職
が
藩
府
の
幕
職
だ

っ
た
と
は
考
え
方
難
い
。

（
63
）
高
橋
前
註
（
8
）
一
九
七
二
・
一
九
七
三
・
一
九
七
六
論
文
。
な
お
例
え
ば
、
№
39
の
崔

（
陲
）
は
、『
劉
禹
錫
集
』
三
「
唐
故
朝
散
大
夫
…
崔
公
神
道
碑
」
に
「
為

監
察
御
史
、
主
河
東
租
庸
務
」
と
あ
り
、
張
濯
「
唐
宝
応
霊
慶
池
神
廟
記
」（『
文
苑
英
華
』
八
一
五
）
に
「
清
河
崔
公
陲
、
時
以
監
察
権
領
是
邦
」
と
あ
っ
て
、
実
質
的
に

知
河
中
院
の
職
掌
に
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

（
64
）
楊
炎
に
よ
る
劉
晏
排
撃
と
財
務
使
職
廃
止
を
め
ぐ
る
最
新
の
動
向
は
、
高
瀬
前
註
（
20
）
論
文
お
よ
び
「
楊
炎
の
両
税
法
施
行
と
政
治
的
背
景
」（『
駿
台
史
学
』
一
〇
四
、

一
九
九
八
）、
鈴
木
正
弘
「『
建
中
元
年
の
財
務
使
職
廃
止
』
を
巡
っ
て
」（『
立
正
大
学
東
洋
史
論
集
』
一
四
、
二
〇
〇
二
）
参
照
。

（
65
）
表
に
見
え
る
以
外
で
は
、
元
和
十
四
年
に
知
塩
鉄
福
建
院
で
あ
っ
た
権
長
孺
（『
冊
府
元
亀
』
一
五
〇
　
帝
王
部
・
寛
刑
、『
登
科
記
考
』
一
四
）、
咸
通
末
に
知
蘇
州
院

で
あ
っ
た
譚
銖
（『
南
部
新
書
』
己
、『
唐
詩
紀
事
』
五
六
）
の
2
例
の
進
士
出
身
者
を
見
出
し
得
る
。
ま
た
貞
元
十
六
年
に
河
東

塩
使
（
主
池
務
）
と
な
っ
た
史
牟
は
制

科
出
身
で
あ
る
（『
冊
府
元
亀
』
四
九
三
　
邦
計
部
・
山
沢
一
、『
登
科
記
考
』
一
二
）。
な
お
右
の
『
南
部
新
書
』
己
に
見
え
る
「
院
巡
」
鍾
福(

後
註
（
77
）
参
照
）
が

『
唐

言
』
八
に
見
え
る
鍾
輻
だ
と
す
れ
ば
、
巡
院
下
幕
職
官
で
進
士
出
身
者
の
管
見
唯
一
の
例
と
な
る
。

（
66
）『
太
平
広
記
』
二
六
五
「
陳
通
方
」（
出
『

川
名
士
伝
』）
に
よ
れ
ば
、
王
播
は
高
齢
で
の
進
士
登
第
を
陳
通
方
に
揶
揄
さ
れ
た
こ
と
を
根
に
持
ち
、
の
ち
困
窮
し
た
通

方
を
知
院
官
に
署
す
の
に
赴
任
先
を
転
々
と
さ
せ
て
昔
日
の
遺
恨
に
報
い
た
と
い
う
。

（
67
）「
監
院
」
は
巡
院
を
指
す
場
合
と
、
監
＋
巡
院
を
指
す
場
合
と
あ
る
が
（
高
橋
前
註
（
8
）
一
九
七
六
論
文
）、
こ
の
場
合
は
巡
院
を
指
し
「
院
官
」
は
知
院
官
と
見
て
よ
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い
（
同
前
一
九
九
五
論
文
）。

（
68
）『
冊
府
元
亀
』
五
一
一
　
邦
計
部
・
貪
汚
に
「
行
営
糧
料
使
判
官
」
元
a
が
、『
新
唐
書
』
七
〇
下
宗
室
世
系
表
・
紀
王
房
、
李
詢
に
「
荊
南
・
揚
子
両
税
使
判
官
」
が
、

『
文
苑
英
華
』
四
一
〇
　
元

「
授
蕭
睦
鳳
州
周
載
渝
州
刺
史
制
」
に
「
剣
南
三
川

塩
判
官
」
蕭
睦
が
見
え
て
い
る
。
所
謂
「
食
出
界
糧
」（
臨
時
の
征
師
に
対
す
る
度
支

か
ら
の
軍
糧
支
給
）
を
司
っ
た
糧
料
使
（
供
軍
使
）
に
つ
い
て
は
、
室
永
芳
三
「
五
代
節
度
使
府
の
糧
料
使
に
つ
い
て
」（『
東
方
学
』
二
一
、
一
九
六
一
）、
李
前
註
（
10
）

書
第
一
篇
第
五
章
参
照
。
元
和
の
税
制
改
革
に
付
随
し
て
派
遣
さ
れ
た
両
税
使
に
つ
い
て
は
、
高
橋
前
註(

８)

一
九
七
八
論
文
に
言
及
が
あ
る
。
揚
子
留
後
が
淮
南
等
道
両

税
使
、
江
陵
留
後
が
荊
南
等
道
両
税
使
に
充
て
ら
れ
た
の
で
、
李
詢
は
両
使
の
判
官
を
歴
任
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
川

塩
使
は
、
長
慶
元
年
、

塩
使
張
宗
本
が
東
川

巡
院
及
び
諸
監
院
の
耗
剰
銭
を
盗
用
し
た
と
の
記
事
が
『
冊
府
元
亀
』
五
一
一
　
邦
計
部
・
貪
汚
に
見
え
る
。
な
お
黔
中
に
お
い
て
は
、
藩
帥
が
特
別
に
同
地
を
所
管
と
す

る
塩
鉄
使
号
を
帯
し
、
そ
の
下
に
塩
鉄
使
判
官
が
置
か
れ
た
如
く
で
あ
る
。
高
橋
前
記
論
文
の
註
（
53
）、
前
註
（
26
）
拙
稿
の
註
（
34
）
参
照
。

（
69
）『
唐
会
要
』
八
七
　
河
南
水
陸
運
使
・
陝
州
水
陸
運
使
。
な
お
河
南
水
陸
運
使
判
官
に
は
、
伊
闕
尉
が
充
て
ら
れ
た
例
が
ま
ま
見
ら
れ
る
（
李

『
李
文
公
集
』
一
五

「
兵
部
侍
郎
贈
工
部
尚
書
武
公
墓
誌
銘
」、『
匯
編
（
洛
陽
一
三
）』
一
三
頁
「
李
虚
中
墓
誌
」）。

（
70
）
貞
元
〜
会
昌
年
間
、
度
支
管
下
で
北
辺
の
漕
運
に
あ
た
っ
た
代
北
水
運
使
に
つ
い
て
は
、
丸
橋
充
拓
「
唐
代
後
半
の
北
辺
財
政
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
五
―
一
、
一
九
九

六
）
参
照
。
但
し
氏
が
挙
げ
る
該
時
期
の
5
例
の
う
ち
、
任
佶
は
子
の
任
淑
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
71
）
封
演
『
封
氏
聞
見
記
』
三
　
制
科
に
見
え
る
「
八
儁
」、
ま
た
礪
波
前
註
（
8
）
論
文
参
照
。

（
72
）
既
に
元
和
後
年
に
判
戸
部
か
ら
の
入
相
が
定
例
化
し
て
い
た
如
き
所
伝
も
あ
る
が
（『
新
唐
書
』
一
六
〇
　
孟
簡
伝
）。
表
に
見
る
限
り
李
絳
・
崔
羣
の
二
例
の
み
で
、
確

た
る
傾
向
と
ま
で
は
言
い
難
い
。
こ
れ
に
対
し
洪
邁
『
容
齋
続
筆
』
一
四
「
用
計
臣
為
相
」
は
「
憲
宗
季
年
、
皇
甫

由
判
度
支
、
程

由
衛
尉
卿
・
塩
鉄
使
、
并
命
為
相
、

公
論
沸
騰
、
不
恤
也
。
逮
於
宣
宗
、
率
由
比
途
大
用
。
馬
植
・
裴
休
・
夏
侯
孜
以
塩
鉄
、
盧
商
・
崔
元
式
・
周

・
崔
亀
従
・
蕭

・
劉

以
度
支
、
魏
扶
・
魏

・
崔
慎

由
・
蒋
伸
以
戸
部
、
自
是
計
相
不
可
勝
書
矣
」
と
宣
宗
朝
以
降
の
動
向
を
記
す
。
な
お
『
中
朝
故
事
』
に
い
う
「
夏
官
侍
郎
」
は
兵
部
侍
郎
で
あ
り
、【
表
4
】
か
ら
も
窺

え
る
如
く
、
宣
宗
朝
以
降
、
財
務
領
使
の
底
官
は
ほ
ぼ
兵
部
侍
郎
に
定
着
し
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
も
財
務
使
職
機
構
が
旧
来
の
官
僚
制
に
渾
然
と
接
合
さ
れ
つ
つ
、
制

度
的
完
整
に
向
か
う
様
相
を
見
て
と
れ
よ
う
。
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（
73
）
こ
う
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
高
瀬
前
註
（
20
）
論
文
お
よ
び
李
錦
繍
前
註
（
10
）
書
―
第
一
篇
第
一
章
参
照
。

（
74
）
岑
仲
勉
「
翰
林
学
士
壁
記
注
補
」（
一
九
四
八→

『
郎
官
石
柱
題
名
新
考
訂
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
）。
但
し
大
和
以
前
に
も
、
貞
元
二
年
の
宰
相
崔
造
に
よ
る

財
務
使
職
廃
止
時
に
吉
中
孚
が
判
度
支
両
税
と
し
て
、
元
和
六
年
に
李
絳
が
戸
部
侍
郎
・
判
本
司
と
し
て
出
院
し
た
例
が
あ
る
。

（
75
）『
旧
五
代
史
』
六
〇
　
李
徳
休
伝
、
五
八
　
蕭
頃
伝
、
六
七
　
盧
程
伝
、
六
八
　
劉
岳
伝
。
ま
た
進
士
か
ら
昭
宗
の
天
復
初
年
に
博
学
宏
詞
科
（
吏
部
科
目
選
）
に
登
科

し
た
李

も
、
京
兆
府
・
武
功
県
尉
を
経
て
転
運
巡
官
に
転
じ
て
い
る
（
同
五
八
　
李

伝
）。

（
76
）
駕
部
は
「
輿
輦
、
車
乗
、
伝
駅
、
厩
牧
馬
牛
之
籍
」
を
掌
管
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
倉
部
は
「
天
下
の
庫
儲
、
租
税
・
禄
糧
・
倉
廩
を
出
納
す
る
の
事
」
を
掌
管
し
、
楊

炎
に
よ
る
財
務
使
職
廃
止
時
に
は
金
部
と
並
ん
で
国
家
財
政
を
管
轄
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
77
）
咸
通
末
、
蘇
州
に
お
い
て
鄭
渾
之
は
録
事
参
軍
、
譚
銖
は
「

院
官
」、
鍾
福
は
「
院
巡
」
で
あ
り
、
隣
接
す
る
湖
州
で
は
李
超
・
趙
蒙
と
状
元
出
身
の
刺
史
が
続
い
た

の
を
、
時
人
は
「
湖
は
両
頭
に
接
し
、
蘇
は
三
尾
を
聯
ぬ
」
と
称
し
た
と
い
う
（『
南
部
新
書
』
己
）。
ま
た
同
じ
咸
通
末
、
太
原
王
氏
出
身
の
湖
南
観
察
使
王
凝
は
、
王
氏

の
族
人
と
称
す
る
新
任
の
柳
州
刺
史
王
某
と
謁
見
し
、
王
某
の
前
任
が
「
職
は
北
海
塩
院
」
で
あ
る
と
聞
い
て
悦
ば
ず
、「
適
来
せ
る
王
君
、
資
歴
頗
る
雑
な
れ
ば
、
的
に

吾
の
枝
葉
に
非
ざ
る
也
」
と
し
て
、
族
譜
を
調
べ
た
所
、
果
た
し
て
王
某
の
詐
称
が
露
見
し
た
と
の
話
柄
を
伝
え
る
（『
太
平
広
記
』
二
三
八
「
王
使
君
」。
出
『
南
楚
新
聞
』）。

い
ず
れ
も
唐
末
に
お
い
て
な
お
、
塩
院
の
職
が
卑
俗
な
も
の
と
い
う
認
識
が
根
強
く
存
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

（
78
）
室
永
芳
三
「
五
代
の
北
面
転
運
使
に
つ
い
て
」（『
史
淵
』
八
九
、
一
九
六
二
）。

（
79
）
礪
波
前
註
（
8
）
論
文
。
ま
た
周
藤
吉
之
「
北
宋
の
三
司
の
性
格
」（
一
九
六
五→

同
『
宋
代
史
研
究
』
東
洋
文
庫
、
一
九
六
九
）「
北
宋
に
お
け
る
三
司
の
興
廃
」（
一

九
六
六→

同
前
書
）
も
参
照
。

（
81
）
梅
原
郁
『
宋
代
官
僚
制
度
研
究
』（
同
朋
舎
、
一
九
八
五
）
第
三
章
「
差
遣
―
職
事
官
の
諸
問
題
」。
ま
た
小
林
仁
「
宋
初
の
文
臣
官
僚
の
差
遣
の
昇
進
に
つ
い
て
」（『
中

央
大
学
大
学
院
論
究
』
一
六
―
一
、
一
九
八
四
）、
渡
邊
久
「
転
運
使
か
ら
監
司
へ
」（『
東
洋
史
苑
』
三
八
、
一
九
九
二
）
も
参
照
。

（
82
）R

obert
H

artw
ell,“Financial

E
xpertise,E

xam
ination,and

the
Form

ulation
of

E
conom

ic
Policy

in
N

orthern
Sung

C
hina”,T

he
Journal

of
A

sian
Studies ,

30
:3 ,1972 .



（
補
註
）
前
註
（
26
）
拙
稿
で
は
、
史
料
上
検
知
し
得
た
「
度
支
判
官
」
の
用
例
全
5
例
を
検
討
し
た
結
果
、
そ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
「
幕
職
官
の
汎
称
と
し
て
の
『
判
官
』」
乃

至
「
判
案
郎
官
の
別
称
と
し
て
の
『
判
官
』」
の
範
疇
で
理
解
し
得
、
少
な
く
と
も
「
固
有
の
幕
職
官
名
と
し
て
の
『
判
官
』」
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
例
は
一
例
も
な
い

こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
後
【
表
2
】
№
46
王
沼
の
「
度
支
使
判
官
」
の
用
例
を
新
た
に
得
た
が
、
こ
れ
も
固
有
の
幕
職
官
名
（
＝
度
支
判
官
）
と
い
う
よ
り
は
、「
度
支

使
の
『
判
官
』」、
す
な
わ
ち
「（
推
官
・
巡
官
な
ど
）
幕
職
官
の
汎
称
と
し
て
の
『
判
官
』」
で
あ
る
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

唐後半期における財務領使下幕職官とその位相169


